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1

前書き

• Quest® NetVault® Plug-in for FileSystem について

• 対象ユーザー

• 参考資料

Quest® NetVault® 
Plug-in for FileSystem について
Quest NetVault Plug-in for FileSystem （NetVault Plug-in for FileSystem） は、 重要なフ ァ イル ・ システム ・ デー

タの回復可能性の確度を向上し、 複雑なバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ スク リ プ ト を作成する手間を排除し ま
す。 直感的なユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス と自動ワーク フ ロー ・ プロセスを利用し たこのプ ラグイ ンは、 複数の
リ カバリ ・ シナリ オに対応し た柔軟なバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーの設定、 構成、 および作成を行う、 中心的なコ ン
ソールと し て機能し ます。 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プのサポー ト によ り、 使用するバッ クア ッ プ手段を選択
する こ とができます。 このプ ラグイ ンは、 最低限の操作でボ リ ューム全体、 個別のパーテ ィ シ ョ ン、 または個別
のデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルをすばや く 確実にリ ス ト アできるよ う にし て、 ダウン タ イムを最低限に抑えます。 幅
広いバッ クア ッ プ ・ デバイスが自動的に統合されるため、 データの保護およびサイ ト 外への安全な保管によ って
障害復旧および業務継続性の目標が確実に満た されます。

主な利点
• 重要なデータの信頼性の向上と リ スクの軽減 ： NetVault Plug-in for FileSystem は、 お客様の NetVault

サーバーおよびク ラ イアン ト を全体的に保護し ます。 複雑なバッ クア ッ プ ・ スク リ プ ト を作成する必要
はあり ません。 このプ ラグイ ンは、 フ ァ イル ・ システム ・ データのフル、 増分、 および差分バッ クア ッ
プを可能にし、 また Windows ベースのシステムでの追加のスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースの特定時点での一

貫し たバッ クア ッ プ もサポー ト し ています。 NetVault Plug-in for FileSystem を使用し てバッ クア ッ プ ・

ポリ シーを導入する と、 データが確実に保護され、 障害発生時にも必要と される リ カバリ を実行できま
す。

• リ ス ト アの高速化と ダウン タ イムの短縮 ： バッ クア ッ プ管理者が NetVault Plug-in for FileSystem を使用

すれば、 失われたデータ を リ カバリするために、 スク リ プ ト を作成し た り リ ス ト ア ・ コマン ド を実行し
た りする必要はあり ません。 操作は簡単なポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク方式で、 データ ・ リ カバリ時の
手間や誤操作を削減する こ とができます。 また柔軟な リ カバリ ・ オプシ ョ ンによ り、 ボ リ ューム全体や
個別のフ ァ イルを同じ場所または別の場所にリ カバリ できます。 

• バッ クア ッ プ ・ デバイスの自動統合によるビジネス継続性の強化 ： NetVault Plug-in for FileSystem は、

さ まざまなデ ィ スク ・ ベース ・ デバイス、 テープ ・ ベース ・ デバイス、 物理ラ イブ ラ リ、 単体ド ラ イブ
をサポー ト し ています。 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を目的に、 データ をテープやデ ィ スクでサイ ト 外に安全
に保管すれば、 不測の事態が発生し ても確実にデータ を回復する こ とができます。 NetVault 
Plug-in for FileSystem を使用すれば、 管理者が常時待機する必要がな く な り ます。 経験の浅い管理者で

メ モ ： NetVault Plug-in for FileSystem は、 NetVault ソ フ ト ウ ェ アに同梱されてお り、 NetVault サーバーま

たはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール時に、 各マシンに自動的にイ ンス ト ールされます。
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も、 正確で迅速な リ ス ト アの実行を確信を も って開始できるため、 ダウン タ イムが短縮され業務継続性
が高ま り ます。

機能概要
• サーバーおよびク ラ イアン ト ・ システムの保護

• 標準およびスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベース ・ バッ クア ッ プ方式のサポー ト

• データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分、 および差分バッ クア ッ プ
の実行を許可

• マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プ動作のサポー ト

• ボリ ューム、 パーテ ィ シ ョ ン、 個別のデ ィ レ ク ト リ およびフ ァ イルを リ ス ト ア 

• リ ス ト ア時にフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ名を変更

• 他の場所へのデータのリ ス ト ア

• 他の NetVault ク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト ア

• システム状態のバッ クア ッ プ と リ ス ト ア （Windows の場合）

• QoreStor デバイスへのフルおよび増分バッ クア ッ プをサポー ト し ます

対象ユーザー
本ガイ ドは、 バッ クア ッ プ管理者と、 組織のバッ クア ッ プ戦略を設計および実施する責任を担う その他の技術者
を対象と し ています。 前提と し て、 NetVault サーバーおよびク ラ イアン ト を実行するオペレーテ ィ ング ・ システ

ムについての十分な知識がある こ とが必要です。

参考資料
• Quest NetVault イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault サーバーおよびク ラ イアン ト ・

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 データ を保護するための NetVault
の設定および使用方法について説明し ています。 NetVault のすべての特徴と機能に関する総合的な情報

を提供し ています。

• Quest NetVaultCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault コ マン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ

の使用方法について説明し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• プ ラグイ ンの削除

• Solaris で適切なプ ラグイ ンのバイナ リ を使用する

プラグイ ンのイ ンス ト ール
NetVault Plug-in for FileSystem は、 NetVault サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールまたは

ア ッ プグレー ド する と きに自動的にイ ンス ト ールされます。 プ ラグイ ンが NetVault マシンから削除された、 ま

たはプ ラグイ ン用のス タ ン ド アロン ・ パッ チが配布された と きにプ ラグイ ンをア ッ プグレー ド する場合、 このセ
クシ ョ ンで説明されている手順を使ってプ ラグイ ンを再イ ンス ト ールする こ とができます。

このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式によるプ ラグイ ンのイ ンス ト ール （Windows）

• 設定ウ ィ ザー ド によるプ ラグイ ンのイ ンス ト ール （Linux/UNIX）

• ［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのプ ラグイ ンの イ ンス ト ール

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式によるプ ラグイ ンの
イ ンス ト ール （Windows）
Windows ベースのマシンでは、 プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式を使用し て、 プ ラグイ ンを複数のマシンに同時に

イ ンス ト ールできます。 NetVault WebUI から プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを実行できます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 共有場所へのパッ ケージのコ ピー ： ク ラ イアン ト と プ ラグイ ン ・ パッ ケージを共有場所にコ ピーし ます。
現在、 CIFS 共有のみがパッ ケージ ・ ス ト ア と し てサポー ト されています。 NetVault サーバーと、 パッ

ケージを イ ンス ト ールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパスである必要があ り ます。

必ず、 イ ンス ト ール ・ パッ ケージの元の名前を使用し ます。 名前変更されたパッ ケージをプ ッ シュ ・ イ
ンス ト ールに選択する こ とはできません。

• NetVault でのパッ ケージ ・ ス ト アの設定 ： イ ンス ト ール ・ パッ ケージを コ ピーし たら、 NetVault で共有

場所の詳細を設定できます。 詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て

く だ さい。

Windows ベースのク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。 
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3 ［パッ ケージ ・ ス ト ア］ リ ス ト で、 展開する イ ンス ト ール ・ パッ ケージが含まれている リポジ ト リ を選択
し ます。

4 プ ラグイ ン ・ パッ ケージを追加するには、 ［NetVault プ ラグイ ン ・ パッ ケージの追加］ を ク リ ッ ク し ま

す。 

5 ［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 使用する 「.npk」 バイナ リ ・ フ ァ イルに対応す

るチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールするマシン］ ページで、 ［マシンを選択］ を ク リ ッ ク し、 ［使用可

能なマシンから］ を選択し ます。

8 ［NetVault マシンの詳細］ タ ブで、 追加する ク ラ イアン ト を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

9 マシンを追加するには、 ステ ッ プ 7 ～ステ ッ プ 8 を繰り返し ます。

10 タ スク を実行するには、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページから タ スクの進行状況やステータ スを監視できます。 詳し く は、
『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

設定ウ ィ ザー ド によるプ ラグイ ンのイ ンス ト ール
（Linux/UNIX）
Linux ベースのマシンでは、 設定ウ ィ ザー ド を使って、 複数のク ラ イアン ト に同時にプラグイ ンを イ ンス ト ール

する こ とができます。 

Linux ベースおよび UNIX ベースのク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault ク ラ イアン ト ］ の表で、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする ク ラ イアン ト を選択し ます。

3 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 参照ウ ィ ン ド ウでプ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・

フ ァ イルの場所 （イ ンス ト ール用 CD または Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し て保存し たデ ィ

レ ク ト リ など） に移動し ます。

4 プ ラグイ ンに対する、 プ ラ ッ ト フ ォーム固有のバイナ リ ・ フ ァ イルを選択し ます。

Linux および UNIX 用のバイナ リ ・ フ ァ イル名は 「nvf-x-x-x-x.npk」 にな り ます （x-x-x-x は、 バージ ョ

ン、 ビルド、 およびプ ラ ッ ト フ ォーム番号）。 

5 ［次へ］ を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ールが開始されます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのプ ラグイ ンの 
イ ンス ト ール
［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 単一のク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。

［ク ラ イアン ト 管理］ ページから プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： この手順を使用する場合、 プ ラグイ ンのバイナ リ ・ フ ァ イルがク ラ イアン ト の OS やプラ ッ ト

フ ォームと互換性がある こ と を確認し て く だ さい。
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2 ［NetVault ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 イ ンス ト ールされているプ ラグイ ンのテーブルの右下にある、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン

（ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 参照ウ ィ ン ド ウでプ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・

フ ァ イルの場所 （イ ンス ト ール用 CD または Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し て保存し たデ ィ

レ ク ト リ など） に移動し ます。

5 プ ラグイ ンのプ ラ ッ ト フ ォーム固有のバイナリ ・ フ ァ イルを選択し ます。 Windows 用のバイナ リ ・ フ ァ

イル名は 「win-x-x-x-x.npk」、 Linux および UNIX 用のバイナリ ・ フ ァ イル名は 「nvf-x-x-x-x.npk」 にな

り ます （x-x-x-x は、 バージ ョ ン、 ビルド、 およびプラ ッ ト フ ォーム番号）。

［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ールが開始されます。 

6 プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

プラグイ ンの削除
プ ラグイ ンを削除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。 

2 ［NetVault ク ラ イアン ト ］ リ ス ト でク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 イ ンス ト ールされているプ ラグイ ンのテーブルから、 フ ァ イル ・ システムを選択し、 ［プ ラグイ ンのアン

イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

Solaris で適切なプ ラグイ ンのバイナ リ を

使用する
Solaris では、 startup.sh スク リ プ ト が NetVault Plug-in for FileSystem で使用するバイナリ を設定し ます。

NetVault は、 startup.sh スク リ プ ト を使用し てシステムを実行するモー ド を決め、 それに従って NetVault 
Plug-in for FileSystem の 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ・ バイナ リ を実行し ます。

OS のモー ド で 32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト のプ ラグイ ンを実行するためには、 Solaris で次のコマン ド を使用し

て NetVault を起動し ます。

startup.sh start
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3

プ ラグイ ンの設定

• デフ ォル ト 設定の構成

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト

デフ ォル ト 設定の構成
NetVault Plug-in for FileSystem のデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。 NetVault サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。 ［File System］ を選択し て、

［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

デフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ ページから も設定できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］
を ク リ ッ ク し ます。 ［設定］ ページで、 ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し て、
［設定］ ページで ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［File System Plugin］ で、 以下の設定を行います。
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オプション 説明

ネットワーク共有ノード配
下のマップ済みドライブを
表示 

このチェック・ボックスはデフォルトで選択されています。［ネットワー
ク・シェア］ノード下にマップ済みネットワーク・ドライブを表示しない
場合は、このチェック・ボックスの選択を解除します。 
このオプションは、Windowsベースのクライアントにのみ適用されます。

エクスクルージョン・リス
トの設定

エクスクルージョン・リストは、バックアップまたはリストア・ジョブ実
行時に除外するファイルとディレクトリのリストを記載したテキスト・
ファイルです。NetVault Plug-in for FileSystemは、名前ベースおよびパス・

ベースのエクスクルージョン・リストをサポートしています。 
エクスクルージョン・リストはクライアントに追加され、そのクライアン
トで実行されるすべてのバックアップ/リストア・ジョブに適用されます。

エクスクルージョン・リストについての詳細は、「エクスクルージョン・リ
スト」を参照してください。

バックアップまたはリストア・ジョブのエクスクルージョン・リストを指
定するには、適切なボックスにエクスクルージョン・リストのファイル・
パスを入力します。

• ［バックアップ・エクスクルージョン・リスト － 名前ベース・パ

ターン］：バックアップ・ジョブ用の名前ベースのエクスクルー
ジョン・リスト。

• ［バックアップ・エクスクルージョン・リスト － パス・ベース・パ

ターン］：バックアップ・ジョブ用のパス・ベースのエクスクルー
ジョン・リスト。

• ［リストア・エクスクルージョン・リスト － 名前ベース・パター

ン］：リストア・ジョブ用の名前ベースのエクスクルージョン・リ
スト。

• ［リストア・エクスクルージョン・リスト － パス・ベース・パター

ン］：リストア・ジョブ用のパス・ベースのエクスクルージョン・
リスト。

エクスクルージョン・リストを削除するには、対応するボックスの選択を
解除します。

Windowsファイル・ショー

トネームのバックアップ

選択したファイルのショート・ネーム属性をバックアップするには、この
チェック・ボックスを選択します。

Windowsファイル・ショー

トネームのリストア

選択したファイルのショート・ネーム属性をリストアするには、この
チェック・ボックスを選択します。

このオプションは、Windowsクライアントにのみ適用されます。このオプ

ションを使用するには、バックアップ時に［Windowsファイル・ショート

ネームのバックアップ］オプションを選択する必要があります。
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ディレクトリおよびエント
リ分析用のメモリ・キャッ
シュ設定

メモリ・キャッシュ設定は、「リストア準備フェーズ」に影響します。この
フェーズ中に、プラグインはセーブセットの分析とインデックスの調査を
行って、何をリストアする必要があるのかを判断します。この情報により、
プラグインは、セーブセットを効率的に読み取って、選択されたエントリ
のディレクトリ構造をリストアすることができます。プラグインは、セー
ブセットからターゲット・アイテムを取得して、メモリ内の一時ファイル
に格納します。リストが長すぎる（たとえば数百万個のファイルが含まれ
る場合など）場合、それらのエントリはアイテムの処理時にディスクに移
動されます。

各メモリ・キャッシュ・オプションにより、ディスクから読み取れるアイ
テムの数が常に制御されます。どの時点においても読み取れるエントリの
数と、エントリを格納するメモリ容量が増えると、処理速度（したがって
リストア速度）が速くなります。

リストアするファイルやディレクトリの数が多い場合（たとえば、100万

個を超える場合）またはディレクトリ構造が深い場合は、ディレクトリお
よびエントリ用のメモリ・キャッシュを増やすと効果的です。

これらの設定は、実際のデータ転送速度ではなくインデックス・ファイル
へのアクセスを向上させるためのものです。メモリ設定はクライアント個
別で、以下のものが含まれています。

• ［リストア対象ディレクトリ分析用メモリ・キャッシュ初期サイ
ズ］：リストア対象のディレクトリを分析するためにプラグインが
使用できる最小のメモリ・キャッシュ。デフォルト値は、1MBで

す。

• ［リストア対象ディレクトリ分析用メモリ・キャッシュ最大サイ
ズ］：リストア対象のディレクトリを分析するためにプラグインが
使用できる最大のメモリ・キャッシュ。デフォルト値は、10MBで

す。

• ［リストア対象エントリ分析用メモリ・キャッシュ初期サイズ］：リ
ストア対象のエントリを分析するためにプラグインが使用できる最
小のメモリ・キャッシュ。デフォルト値は、1MBです。

• ［リストア対象エントリ分析用メモリ・キャッシュ最大サイズ］：リ
ストア対象のエントリを分析するためにプラグインが使用できる最
大メモリ・キャッシュ。デフォルト値は、10MBです。

クラスタ・バックアップ・
ディレクトリ

Windowsクラスタの設定で、クラスタ・データベースのバックアップ・

ファイルを保管する共有ディレクトリを指定します。ディレクトリの指定
形式を以下に示します。

\\<machine name>\<share name>
バックアップ後にクラスタ
バックアップ・ファイルを
削除

クラスタ・バックアップが完了すると、プラグインは共有場所にコピーさ
れたクラスタ・データベース・バックアップ・ファイルを削除します。 
データベース・バックアップ・ファイルを削除しない場合は、このチェッ
ク・ボックスの選択を解除します。

オプション 説明
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アクセス時間のリセット デフォルトで、バックアップ中にプラグインは以下の処理を行います。

• バックアップされたファイルのAccess Timeを更新する。

• Change Timeを使用して、増分および差分バックアップの対象とな

るファイルやディレクトリを選択する。

［アクセス時間のリセット］チェック・ボックスを選択した場合は、以下の
処理を行います。

• ファイルへのアクセス後、バックアップ内のすべてのファイルの
Access Time属性をリセットする。

• Modify Time属性を利用して、増分/差分バックアップを実行する

ファイルやディレクトリを選択する。

メモ： LinuxおよびUNIXシステム上で、Access Timeをリセットすると、

Change Time属性が更新されます。そのため、プラグインは増分バック

アップと差分バックアップに対して、Change Timeの代わりにModify Time
を使用します。

Modify Timeを使用した場合、Linux OSでは属性のみが変更されたファイル

およびディレクトリは増分および差分バックアップの対象になりません。
属性変更の例：

• ファイル・モードまたは権限の変更

• ファイルの所有者の変更

• ファイル・グループの変更

• ファイルへのハード・リンク

• ファイルACL（アクセス制御リスト）の変更

• 拡張属性の変更

［アクセス時間のリセット］チェック・ボックスを選択していない場合、上
記の変更によりChange Time（inode ctime）が更新され、バックアップに含

まれます。

メモ： 現在の所は、秒未満の形式でファイル時刻を保存するシステムのア
クセス時刻はリセットできません。このようなファイル・システムとして
は、NTFS、ext4、ZFS、HFS（Mac OS X 10.6）などが挙げられます。ただ

しこのような場合でも、増分および差分バックアップには、Change Time
の代わりにModify Time属性が使用されます。

可能であればレジストリの
バックアップにVSSを使

用

このオプションにより、システム状態バックアップ時にVSSを使ってレジ

ストリをバックアップすることができます。このオプションはデフォルト
で選択されています。また、Windows OSでのみサポートされています。こ

のオプションを使用するには、ターゲット・クライアント上にVSSがイン

ストールされており、稼働している必要があります。

このチェック・ボックスの選択を解除した場合、またはクライアント上に
VSSがインストールされていない/VSSが動作していない場合、レジスト

リのバックアップにはWin32 APIが使用されます。 
メモ： Windows 2003で、システムに多くのレジストリ・エントリが存在し

ている場合、Win32 APIの呼び出しからOSが復帰するまでに1～2分ほど

かかる場合があります。この遅延により、他のプロセスがロックアウトさ
れ、プロセス障害が発生したり、ネットワーク・プロセスが失われたりす
る可能性があります。レジストリのバックアップにVSSを使用すれば、こ

の問題を解決することができます。Windows 7またはWindows 2008では、

この問題は発見されていません。Windows XPは、VSSレジストリ・ライタ

をサポートしていません。このオペレーティング・システムでは、本プラ
グインはこのオプションを無視し、レジストリ・バックアップにWin32 API
を使用します。

オプション 説明
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3 ［OK］ または ［実行］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト について

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト の検討事項

エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト について
エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト は、 ジ ョ ブ実行時に除外する フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リのリ ス ト を記載し たテキス
ト ・ フ ァ イルです。 このリ ス ト は、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使って作成する こ とができます。 フ ァ イルを作
成し たら、 リ ス ト を適用する ク ラ イアン ト にそのフ ァ イルを保存し ます。 Linux および UNIX では、 フ ァ イルは

マルチバイ ト ・ テキス ト 形式で保存し ます。 Windows では、 フ ァ イルは Unicode テキス ト 形式で保存し ます。

エクスクルージョン・リストのタイプ
NetVault Plug-in for FileSystem は、 2 つのタ イプのエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト をサポー ト し ています。

• ［名前ベースのエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト ］ ： 特定の名前パターンに一致する フ ァ イルおよびデ ィ レ ク
ト リ を除外する場合に使用し ます。 デ ィ レ ク ト リ と その内容を除外するには、 Linux/UNIX の場合はス

ラ ッ シュ文字 (/)、 Windows の場合は円記号 (\) またはバッ クスラ ッ シュ文字でパスを終了する必要があ り

ます。 

例

# 名前ベースのエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト

*.htm
tmp\
mp3_player.exe
*.mp3
install?.exe
test*.*

最大ファイルシステム読み
込み

一度に読み込める最大データ量を決定します。値はキロバイト単位で指定
する必要があります。デフォルト値は、0です。ファイル読み取りの最大

値を設定しない場合は、デフォルト値を使用してください。

メモ： 最大ファイルシステム読み込み/書き込みオプションのデフォルト

値を変更すると、パフォーマンスに悪影響が生じる可能性があります。
バックアップ/リストア速度がかなり低下する場合があります。これらの

設定は、ネットワーク上の制約がある場合にのみ変更する必要があります。

最大ファイルシステム書き
込み

一度に書き込める最大データ量を決定します。値はキロバイト単位で指定
する必要があります。デフォルト値は、0です。ファイル書き込みの最大

値を設定しない場合は、デフォルト値を使用してください。

メ モ ： エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト は、 ク ラ イアン ト 上で実行されたすべてのバッ クア ッ プおよびリ ス ト
ア ・ ジ ョ ブに適用されます。

オプション 説明
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このエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト では、 バッ クア ッ プ中に以下のデ ィ レ ク ト リやフ ァ イルが除外されま
す。

▪ 拡張子が 「.htm」 のすべてのフ ァ イル

▪ 名前が 「tmp」 の任意のデ ィ レ ク ト リ

▪ 名前が 「mp3_player.exe」 のフ ァ イル

▪ 拡張子が 「.mp3」 の任意のフ ァ イル

▪ 名前が 「install?.exe」 のフ ァ イル、 こ こで 「?」 は任意の 1 文字を表し ます

▪ 文字 「test」 で始まるすべてのフ ァ イル （「testdata.doc」 や 「test1.txt」 などのフ ァ イルは除外さ

れますが、 「atest1.txt」 は除外されません）

• ［パス ・ ベースのエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト ］ ： 指定されたパス内のフ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ を除外す
る場合に使用し ます。 デ ィ レ ク ト リ と その内容を除外するには、 Linux/UNIX の場合はスラ ッ シュ文字

(/)、 Windows の場合は円記号 (\) またはバッ クスラ ッ シュ文字でパスを終了する必要があり ます。 

例

# Path-based Exclusion List
C:\Application\Data\Test\
C:\Program Files\Microsoft\
C:\WINDOWS\system32\
D:\Work in Progress\
D:\Files\*.txt
D:\Database*\
このエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト では、 ジ ョ ブ中に以下のデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルが除外されます。

▪ C:\Application\Data\Test デ ィ レ ク ト リの内容すべて

▪ C:\Program Files\Microsoft デ ィ レ ク ト リの内容すべて

▪ C:\WINNT\system32 デ ィ レ ク ト リの内容すべて

▪ D:\Work in Progress デ ィ レ ク ト リの内容すべて

▪ D:\Files デ ィ レ ク ト リ にある、 拡張子が .txt のフ ァ イル

▪ D:\ にある、 名前が Database で始まるすべてのデ ィ レ ク ト リ

エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト の検討事項
• Plug-in for FileSystem は、 エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト で以下の特殊文字をサポー ト し ています。

文字 説明

/ LinuxおよびUNIXファイル・パスの終了に用いられま

す。

\ Windowsファイル・パスの終了に用いられます。

? 任意の1文字への一致に用いられます。

!n 改行の挿入に用いられます。

!r 復帰改行の挿入に用いられます。

!t タブの挿入に用いられます。

!f フォーム・フィードの挿入に用いられます。

!b バックスペースの挿入に用いられます。
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• フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ名は Linux では大文字小文字が区別され、 Windows では大文字小文字が区

別されません。

• スペースは無視されません。

• コ メ ン ト を挿入する場合は、 各行の先頭に 「#」 を付けます。 

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト には、 Windows のシステム状態コ ンポーネン ト 、 特に Windows File 
Protection フ ァ イルやド メ イ ン ・ コ ン ト ローラの SYSVOL フ ァ イルは指定し ないよ う注意し て く ださい。

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト に、 非 ASCII 文字を含むフ ァ イルやパスは指定できません。 このよ う な文

字が含まれている と、 バッ クア ッ プが失敗する可能性があ り ます。

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト は、 オフホス ト ・ バッ クア ッ プではサポー ト されていません。

! 後に続く任意の特殊文字をエスケープする場合に使用
します。

!! ファイル名またはパス内に「!」を指定する場合に使用

します。

文字 説明
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4

データのバッ クア ッ プ

• バッ クア ッ プ方式について

• バッ クア ッ プ ・ タ イプについて

• システム状態バッ クア ッ プについて

• マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プに ついて

• バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略

• フル ・ バッ クア ッ プの実行

• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト

• 追加説明

• 増分バッ クア ッ プおよび差分バッ ク  ア ッ プの実行

• ジ ョ ブの停止

• ジ ョ ブの再開

• ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ プの実行

• システム状態バッ クア ッ プの実行

バッ クア ッ プ方式について
NetVault Plug-in for FileSystem は、 以下のバッ クア ッ プ方式をサポー ト し ています。

• 標準バッ クア ッ プ方式 ： この方式では、 ネイテ ィ ブ ・ フ ァ イル ・ システムのバッ クア ッ プを実行できま
す。 標準バッ クア ッ プ方式は、 すべてのオペレーテ ィ ング ・ システム上でサポー ト されています。 

Linux ベースおよび UNIX ベースのシステムでは、 標準バッ ク ア ッ プ方式のみがフ ァ イル ・ システム ・

データのバッ クア ッ プで使用できます。

• スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プ方式 ： この方式は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ クア ッ プ
を実行できます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト は、 特定時点のデータのコ ピーを提供し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト を
使用する こ と でデータの整合性のあるバッ クア ッ プが可能にな り、 アプ リ ケーシ ョ ンがバッ クア ッ プ ・
モー ド になる時間を最小限に抑える こ とができます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベース ・ バッ クア ッ プ方式を使用し て、 次のタ イプのバッ クア ッ プを実行する こ と
ができます。

▪ スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、 デ ィ スク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス
に一貫し たバッ クア ッ プを実行する。

▪ サポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イにスナ ッ プシ ョ ッ ト をバッ クア ッ プ と し て作成し て保存す
る。

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベース方式は Windows ベースのク ラ イアン ト でのみサポー ト されます。 対応の OS
バージ ョ ン とデ ィ スク ・ アレ イの詳細については、 『Quest NetVault 互換性ガイ ド』 を参照し て く だ さ

い。
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バッ クア ッ プ ・ タ イプについて
NetVault Plug-in for FileSystem は、 以下のバッ クア ッ プ ・ タ イプをサポー ト し ています。

• フル ・ バッ クア ッ プ ： 選択されたフ ァ イルおよびフ ォルダをすべてバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ ク
ア ッ プは完了までに時間がかかり、 よ り多 く のバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アを消費し ます。 ただ し リ ス ト ア
は、 単一のセーブセ ッ ト しか必要ないため、 よ り高速に実行する こ とができます。 フル ・ バッ クア ッ プ
は、 後続の増分バッ クア ッ プや差分バッ クア ッ プのベースにな り ます。

• 増分バッ クア ッ プ ： 前回のフル ・ バッ クア ッ プまたは増分バッ クア ッ プ以降に新たに作成されたフ ァ イ
ルや、 変更のあったフ ァ イルをバッ クア ッ プ し ます。 増分バッ クア ッ プは最低限のス ト レージ ・ スペー
ス しか消費せず、 処理も高速です。 ただ し、 プ ラグイ ンがリ ス ト アする必要があるセーブセ ッ ト 数に
よ っては、 データのリ カバリ に時間がかかる こ とがあ り ます。

• 差分バッ クア ッ プ ： 前回のフル ・ バッ クア ッ プ以降に新たに作成されたフ ァ イルや、 変更のあったフ ァ
イルをバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ クア ッ プでは、 リ ス ト アするセーブセ ッ ト が 2 つだけなので、 高

速にリ ス ト アを実施する こ とができます。 ただ し、 これらのバッ クア ッ プはよ り多 く のス ト レージ ・ ス
ペースを消費し、 増分バッ クア ッ プよ り も時間がかかり ます。 差分バッ クア ッ プは、 同じ タ イプの前の
バッ クア ッ プでバッ クア ッ プ されたデータ を複製し ます。

システム状態バッ クア ッ プについて
システム状態バッ クア ッ プは、 システム障害発生時に正し く 機能するシステムを復元するために必要な、 重要な
システム ・ データがバッ クア ッ プ されます。 これらのバッ クア ッ プは、 Windows ベースのシステムのみをサ

ポー ト し ています。 システム状態データには、 以下のコ ンポーネン ト が含まれます。

• レジス ト リ

• COM+ ク ラス登録データベース

• ブー ト ・ フ ァ イル （システム ・ フ ァ イルを含む）

• Windows フ ァ イル保護下のシステム ・ フ ァ イル

• 証明書サービス ・ データベース （証明書サービス ・ サーバー上）

• Active Directory （ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ）

• SYSVOL （ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ）

• ク ラス タ ・ サービス情報 （ク ラス タ設定内）

• IIS メ タデ ィ レ ク ト リ （イ ンス ト ールされている場合）

システム状態データのバッ クア ッ プには、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベース ・ バッ クア ッ プを利用する こ と をお勧めし
ます。 特定のシステム状態コ ンポーネン ト は、 バッ クア ッ プ ・ タ イプにかかわらず、 常にフル ・ バッ クア ッ プ さ
れます。 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブには、 すべてのシステム状態コ ンポーネン ト を含める必要があ り
ます。

メ モ ：  ［ス ト レージにフ ァ イルをバッ クア ッ プする］ は、 すべての Windows プラ ッ ト フ ォームおよびす

べてのデ ィ スク ・ ス ト レージでサポー ト されます。 ［アレ イベースの永続スナ ッ プシ ョ ッ ト ］ および ［次の
期間を経過し たら廃棄］ を使用するには、 バッ クア ッ プするデータが対応デ ィ スク ・ アレ イに存在し てい
る必要があり ます。 また、 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト のみのバッ クア ッ プでは、 ターゲ ッ ト ・ デバイスに
メ タデータのみがコ ピーされ、 ス ト レージ ・ アレ イ上にスナ ッ プシ ョ ッ ト が作成されます。

メ モ ： ク ラス タ環境では、 バッ クア ッ プ後に共有ク ラス タ ・ デ ィ スク を変更する と、 システム状態のリ ス
ト ア時にデ ィ スク署名情報が必要な場合があり ます。 デ ィ スク署名情報は、 Windows の dumpcfg.exe
ユーテ ィ リ テ ィ を使って取得できます。 このツールについての詳細は、 関連する Windows ド キュ メ ン ト を

参照し て く だ さい。
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マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プに 
ついて
NetVault Plug-in for FileSystem では、 大量のデータ をバッ クア ッ プする と きにマルチス ト リーム動作を実行する

ための設定ができます。 マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プは、 パラ レル ・ ス ト リームでデータ を転送する こ と
で、 バッ クア ッ プ性能を向上させています。

マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プでは、 プ ラグイ ンがバッ クア ッ プ選択設定を小さ な選択グループに分割し、 別
の子プロセスを使用し て分割し た選択グループを並列バッ クア ッ プ し ます。

マルチス ト リーム ・ オプシ ョ ンを使用し て、 以下を実行する こ とができます。

• 複数のボリ ューム、 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア、 マウン ト ・ ポイ ン ト を同時にバッ クア ッ プ

• 複数パラ レル ・ ス ト リームを使用し て単一ボリ ュームをバッ クア ッ プ

プ ラグイ ンが各ジ ョ ブに対し て使用可能なパラ レル ・ データ ・ ス ト リームの最大数を指定できます。 プ ラグイ ン
で可能なパラ レル ・ ス ト リームは最大 8 つです。

バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略
適切なバッ クア ッ プ計画を策定し てお く こ と で、 障害が発生し た場合でも正常に リ カバリ し て、 すばや く 日常運
用を再開できるよ う にな り ます。 データのバッ クア ッ プを開始する前に、 メ デ ィ ア障害、 データ損傷、 ユー
ザー ・ エラー、 データ ・ セン ター全体の完全な消失など、 さ まざまな障害 / 事態を想定し た適切な計画を策定す

る必要があり ます。

一般的にバッ クア ッ プ計画には、 使用するバッ クア ッ プ手段、 バッ クア ッ プの実行時期と間隔、 バッ クア ッ プの
保管方法、 バッ クア ッ プの保持期間、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アの再利用方法を定義する必要があ り ます。

ガイ ド ラ イ ン と し て、 以下に、 バッ クア ッ プ ・ シーケンスの例をい く つか示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： バッ クア ッ プ ・ サイズが小さい、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウは重要ではない、
またはス ト レージ ・ メ デ ィ アの制約がない場合は、 フル ・ バッ クア ッ プのみを実行する こ とができます。
このよ う なシナリ オの場合、 フル ・ バッ クア ッ プのタ イ ミ ングを、 更新頻度に応じ て、 毎晩または N 時

間ご とに設定する こ とができます。

問題が発生し た場合、 プ ラグイ ンで実行する必要があるのは、 1 つのセーブセ ッ ト のリ ス ト アだけです。

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ ： 短時間でバッ クア ッ プを行い、 ス ト レージ ・ メ デ ィ アの消費
を最低限に抑えるには、 フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プを計画に含める こ とができます。 た と
えば、 データの更新頻度に応じ て、 毎週日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 毎日または N 時間ご と

に増分バッ クア ッ プを実行するよ う にスケジュールできます。

障害発生時には、 最新のフル ・ バッ クア ッ プ と それ以降に実施された増分バッ クア ッ プから順番にデー
タ を リ ス ト アする必要があり ます。 複数の増分セーブセ ッ ト からデータ を リ ス ト アする必要がある場合
は、 リ ス ト アに時間がかかり ます。 た と えば土曜日に障害が発生し た場合は、 前の日曜日に行われたフ
ル ・ バッ クア ッ プ、 および月曜から金曜に実施された増分バッ クア ッ プからデータ を リ ス ト アする必要
があり ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プ ： 短時間でバッ クア ッ プを行い、 メ デ ィ アの消費を減らすには、
フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プを計画に含める こ とができます。 た と えば、 データの更新頻度
に応じ て、 毎週日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 毎日または N 時間ご とに差分バッ クア ッ プを実

行するよ う にスケジュールできます。 

障害発生時には、 最新のフル ・ バッ クア ッ プ と最後の差分バッ クア ッ プからデータ を リ ス ト アする必要
があり ます。

• Windows システム状態バッ クア ッ プ ： Windows のシステム状態バッ クア ッ プには、 以下のいずれかの手

段を採用する こ とができます。

▪ システム状態データのみのバッ クア ッ プ
Quest NetVault Plug-in for FileSystem 13.0 ユーザーズ ・ ガイ ド      

データのバッ クア ッ プ
19



▪ C ド ラ イブ と システム状態データのバッ クア ッ プ

システム状態データ と一緒に C ド ラ イブをバッ クア ッ プする こ とには、 以下のよ う な利点があ り ます。

▪ セーブセ ッ ト 内のシステム ・ フ ァ イルの重複を防止する こ とができます。 2 種類の独立し たジ ョ

ブを実施し た場合は、 どち らのセーブセ ッ ト にもシステム ・ フ ァ イルが含まれます。

▪ このバッ クア ッ プを利用し て、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を行えます。

整合性を保つため、 システム状態データのバッ クア ッ プには、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベース方式を利用す
る こ と をお勧めし ます。

• ポリ シー ・ ベースのバッ クア ッ プ ： Linux および UNIX ク ラ イアン ト で root デ ィ レ ク ト リ をバッ クア ッ プ

するポリ シー、 および Windows ク ラ イアン ト ですべての固定ド ラ イブ と システム状態をバッ クア ッ プす

るポリ シーを、 企業レベルで作成する こ とができます。 バッ クア ッ プ ・ ポ リ シーについての詳細は、
『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

フル ・ バッ クア ッ プの実行
フル ・ バッ ク ア ッ プを実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 設定ウ ィ ザー ド を開始し ま
す。 

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作

成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を入力し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別
しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と を

お勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で、 既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセ ッ ト を作成し ます。

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［NetVault セレ クシ ョ ン］ ページを表示し ます。

b NetVault マシンを開いて、 ［フ ァ イル ・ システム］ を開きます。

c 次にバッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

▫ システム全体をバッ クア ッ プする場合 ： Linux および UNIX システムで、 root ノ ー ド （/）
を選択し ます。 

Windows で、 ［固定ド ラ イブ］ ノ ー ド を選択し ます。 リムーバブル ・ ド ラ イブのデータ を

バッ クア ッ プする場合は、 ［リムーバブル ・ ド ラ イブ］ ノ ー ド を選択し ます。

▫ 個別のアイテムをバッ クア ッ プする場合 ： 親ノ ー ド を開きます。 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを
参照し て、 バッ クア ッ プするアイテムを探し ます。 

バッ クア ッ プ対象にする フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ に対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選
択し ます。 親ノ ー ド を選択する と、 子アイテムは自動的にバッ クア ッ プ対象にな り ます。

▫ 子アイテムを除外する場合 ： 選択し た親ノ ー ド 内のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を除外するに
は、 該当するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てチ ェ ッ ク ・ マーク を × 印に変更し ます。

d ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。
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4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［File System Plugin バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ ページを表示し

ます。

メ モ ： セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはで
きません。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はあり ません。

ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。
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b バッ クア ッ プ方式とバッ クア ッ プ ・ タ イプを選択し ます。

c Windows ベースのマシンの場合は、 次のスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ オプシ ョ ンを設定し ます。

オプション 説明

バックアップ方式 ［バックアップ方式］で、適切なオプションを設定します。

• ［標準］：ネイティブ・ファイル・システムのバックアップを実行す
るには、［標準］を選択します。LinuxベースおよびUNIXベースの

システムでは、標準バックアップ方式のみを使用できます。

• スナップショット・ベース：スナップショット・ベース・バック
アップを実行するには、このオプションを選択します。このバック
アップ方式は、Windowsベースのシステムでのみ利用できます。

このプラグインはVSSプロバイダを使用してスナップショットを作

成し、これらのコピーを使用してディスク・ベースまたはテープ・
ベースのストレージ・デバイスへのバックアップを実行します。ス
ナップショット・ベース方式を使用して、サポートされるディス
ク・アレイに永続スナップショットを作成することもできます。

バックアップ方式についての詳細は、「バックアップ方式について」を参照
してください。

バックアップ・タイプ ［バックアップ・タイプ］で、［フル］を選択します。

バックアップ・タイプについての詳細は、「バックアップ・タイプについ
て」を参照してください。

表1. スナップショット・オプション

オプション 説明

ストレージにファイルを
バックアップする

このオプションはデフォルトで選択されています。

選択したデータをスナップショットからストレージ・デバイスにコピーす
るには、このチェック・ボックスを選択します。

プラグインは、適切なVSSプロバイダを使用してクライアント上に永続的

または非永続的なスナップショットを作成し、選択したデータをスナップ
ショットからストレージ・デバイスにコピーします。

アレイベースの永続的ス
ナップショット

ディスク・アレイ上に永続的なスナップショットを保持するには、この
チェック・ボックスを選択します。

以下の点に注意します。

• ［ストレージにファイルをバックアップする］と［アレイベースの
永続的スナップショット］の両方のチェック・ボックスが選択され
ている場合、選択したファイルがストレージ・デバイスにコピーさ
れ、ストレージ・アレイ上にスナップショットが作成され、そのス
ナップショット情報がバックアップ・インデックスに追加されま
す。

• ［アレイベースの永続的スナップショット］チェック・ボックスの
みが選択されている場合、インデックス・エントリのみがストレー
ジ・デバイスに書き込まれ、ストレージ・アレイ上にスナップ
ショットが作成されます。
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次の期間を経過したら廃棄 ［次の期間を経過したら廃棄］オプションを使用すると、指定した期間の経
過後にディスク・アレイから永続的なスナップショットを削除することが
できます。このオプションは、永続的なスナップショットを使用してスト
レージ・デバイスへのバックアップを実行し、スナップショットをバック
アップとしてディスク・アレイ上に保持する場合にのみ使用できます（つ
まり、バックアップで［アレイベースの永続的スナップショット］オプ
ションを使用する場合）。

スナップショットの有効期限の設定を構成するには、このチェック・ボッ
クスを選択します。期間を入力または選択し、関連するリストで、［日］、
［週］、［月］、［年］のいずれかのオプションを選択します。

セーブセットの有効期限の設定に関係なく、スナップショットはディス
ク・アレイのリタイア設定に従って自動的に削除されます。

この操作を行わない場合、スナップショットは、作成時に選択した保持ポ
リシーに従って期限切れになります。

メモ： Huawei OceanStor Device ManagerおよびNetApp ONTAP Device 
Managerの場合、特定の間隔後にスナップショットを破棄することはでき

ません。

クライアントを使用してオ
フホストでバックアップを
実行する

このオプションを使用すると、リモートのクライアント・マシンでバック
アップをオフホストすることができます。バックアップは、オフホストの
リモート・クライアントによって開始されます。

オフホストのリモート・クライアントは、スナップショットをマウントし、
ファイル・データをバックアップ・ストリームに書き込んでから、スナッ
プショットをマウント解除してバックアップ・ステータスをプライマリの
クライアント・マシンに戻します。

メモ： Huawei OceanStor Device ManagerおよびNetApp ONTAP Device 
Managerの場合、オフホスト・バックアップ中に、LUNがマウントされて

いるホストと、オフホストのクライアントがHuaweiの同じホスト・グルー

プとNetAppの同じイニシエータ・グループに属している必要があります。

このオプションは、［ストレージにファイルをバックアップする］と［アレ
イベースの永続的スナップショット］が選択されている場合にのみ使用で
きます。

表1. スナップショット・オプション

オプション 説明
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d 以下のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを設定し ます。

表2. フル・バックアップのバックアップ・オプション

オプション 説明

切り捨てられたファイルを
無視

メモ： このオプションはWindowsベースのマシンでのみサポートされ、

FileSystemプラグインおよびStorage Managerとともに使用できます。

Storage Managerでは、切り捨てポリシーを実行して、データ・ブロックを

プライマリ・ストレージから移動してディスク容量を解放できます。
Storage Managerは、切り捨て条件を満たすファイルをプライマリ・スト

レージからストレージのアーカイブ階層へ移動し、これらのファイルに
Windowsオフライン属性を設定します。切り捨てポリシーに応じて、

Storage Managerは、ファイルが切り捨てられたときにディスクにスタブ・

ファイルを残します。

［切り捨てられたファイルを無視］チェック・ボックスを選択した場合、
Plug-in for FileSystemはフル、増分、および差分バックアップ時にオフライ

ン・ファイルを除外します。

このチェック・ボックスが選択されていない場合、Storage Managerは、プ

ラグインがスタブ・ファイルの読み取りを試みたときに、アーカイブ階層
から切り捨てられたファイルを取得します。重複排除されたファイルは、
このプロセス中に元に戻されます。

アーカイブされた切り捨てられたファイルは、リストア時には表示されま
せん。

バックアップ中に変更され
たファイルを確認

バックアップ中に変更されたファイルをマークするには、このチェック・
ボックスを選択します。リストア時に、デフォルトでそれらのファイルは
リストアされません。これらのファイルをリストアするには、リストア・
オプション・セットで［バックアップ中に変更されたファイルをリストア］
オプションを設定する必要があります。

バックアップ中に更新されたファイルをチェックしない場合は、この
チェック・ボックスの選択を解除します。

［バックアップ中に変更されたファイルを確認］オプションは、スナップ
ショット・ベース方式では無効です。

マウント・ポイントを使用
してバックアップ

このチェック・ボックスは、Windowsでのみ利用できます。これはデフォ

ルトで選択されています。 
NTFSマウント・フォルダ上のデータをバックアップしない場合は、

チェック・ボックスの選択を解除します。

リモート・マウントを使用
してバックアップ

このチェック・ボックスは、LinuxおよびUNIXでのみ利用できます。デ

フォルトでは選択されていません。マウントされたファイル・システム上
のデータをバックアップする場合は、このチェック・ボックスを選択する
必要があります。 
メモ： このチェック・ボックスを選択しない場合は、バックアップ・セレ
クション・セットに含まれるリモート・マウント・ポイントはバックアッ
プされません。リモート・マウント・ポイントは除外されますが、ジョ
ブ・ログにエラーやログ・メッセージは記録されません。

ロック済み強制ロック・
ファイルを確認してスキッ
プ

システム上で強制ロック機能が有効になっているかどうかをチェックする
場合は、このチェック・ボックスを選択します。 
強制ロック機能が有効になっている場合、このプラグインはファイルを
バックアップする前にファイルのロックを試行します。ファイルをロック
できない場合は、そのファイルをスキップします（たとえば、他のアプリ
ケーションがファイルをロックしている場合、プラグインはそのファイル
をバックアップ対象としてロックできないため、そのファイルはスキップ
されます）。 
このチェック・ボックスは、LinuxシステムおよびUNIXシステムでのみ利

用できます。
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e マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プを実行するために、 以下のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを設定し
ます。

再開できるバックアップを
有効化

ジョブを一時停止して、後ほどその時点から再開する機能を利用する場合
は、このチェック・ボックスを選択します。

ジョブを停止すると、その時点までに処理されたすべてのアイテムのイン
デックスが生成され、バックアップ・メディアとNetVaultデータベースに

書き込まれます。次にジョブ・ステータスが［ジョブは停止しました］に
設定されます。プラグインが大きなバックアップ・インデックスを書き込
んでいる場合、ジョブ・ステータスは継続的に「メディアへ書き込み中：
バックアップ・インデックスの保存中」と報告されます。後でジョブを再
開すると、残りのファイルとフォルダに対して増分バックアップ・ジョブ
が実行されます。 
ジョブの停止、再開は、［ジョブ・ステータス］ページから行えます。詳細
は、「ジョブの停止」および「ジョブの再開」を参照してください。

バックアップ・ログのパス バックアップ・ログ・ファイルを作成する場合に、ファイル名を入力しま
す。このログには、バックアップ対象として選択されたファイルの一覧が
記録されます。正常にバックアップされたファイルには「o」、それ以外の

ファイルには「x」マークが付けられます。増分バックアップでこのオプ

ションを使用すると、どの新規/変更ファイルがバックアップされたかを

識別することができます。既存のファイル名を指定した場合、既存のファ
イルは上書きされます。ログ・ファイルはCSVファイル形式（.csv）で作

成されます。ログ・ファイルには、ファイル・サイズ、変更日、ファイ
ル・タイプなどの詳細が含まれます。

表2. フル・バックアップのバックアップ・オプション

オプション 説明
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オプション 説明

バックアップ中に複数のス
トリームを活用する

デフォルトで、プラグインは1つのバックアップ・ジョブに付き1つの

データ・ストリームを生成し、選択したアイテムを順番にバックアップし
ます。

このオプションを使用して、マルチストリーム・バックアップを実行でき
ます。詳細については、「マルチストリーム・バックアップに ついて」を

参照してください。

このチェックボックスを選択すると、プラグインがバックアップ選択セッ
トを複数の選択グループに分割します。セットに含まれる各ボリュームと
ネットワーク・シェアに対して選択グループを作成し、別の子プロセスを
使用して選択グループのパラレル・バックアップを実行します。

単一ボリュームに対して別の選択グループを作成し、複数のストリームを
使用してデータをバックアップするようプラグインを設定することもでき
ます。詳細は、「大量の単一ボリュームをバックアップする場合に経験則を
使用する」を参照してください。

ジョブ別に最大同時ストリーム数を指定することができます。［最大同時ス
トリーム数］の設定により、同時にバックアップされる選択グループの数
が決定されます。

最大同時ストリーム数 ［最大同時ストリーム数］オプションに設定した値は、クライアントで同時
に開始される子プロセスの数を決定します。たとえば、6つの選択グルー

プがあり、このオプションが4に設定されている場合、4つの子プロセス

がクライアントで開始されます。バックアップ・デバイスおよびメディア
を取得した後、子プロセスはバックアップ・ストリームを生成し、選択グ
ループ内のアイテムをバックアップします。ある子プロセスがタスクを完
了すると、別の子プロセスが開始され、次の選択グループをバックアップ
します。このプロセスは、すべての選択グループがバックアップされるま
で続行されます。

子プロセスは、バックアップ・デバイスおよびメディアを取得できない場
合、バックアップ・デバイスおよびメディアが使用可能になるまで「メ
ディア待ち」状態のままになります。たとえば、4つの子プロセスで2つ

のテープ・デバイスのみが使用可能な場合、デバイスおよびメディアを取
得できるプロセスはデータのバックアップを即座に開始しますが、その他
のプロセスはデバイスおよびメディアが使用可能になるまで待ち状態のま
まになります。
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f ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。 これら
の設定についての詳細は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

このオプションは、ジョブが実行されているクライアントの機能と、ジョ
ブで使用可能なデバイスの数に従って設定することをお勧めします。デバ
イスおよびメディアを取得できないと、ジョブが遅延する可能性がありま
す。また、1つのプロセッサを使用して複数の同時プロセスをシステムで

実行すると、システム・パフォーマンスが低下する可能性があります。 
デフォルトで、プラグインはマルチストリーム・ジョブとして設定された
2つのストリームをバックアップに使用します。プラグインで可能なパラ

レル・ストリームは最大8つです。

以下の点に注意します。

• 1つのストリームは、選択グループのすべてのアイテムをバック

アップするために使用されます。

• 子プロセスでグループのアイテムのバックアップが失敗した場合、
ジョブ全体が失敗します。

• 子プロセスで警告が報告された場合、ジョブ全体が警告付きで完了
します。

• マルチ・ストリーム・バックアップのリストアはシーケンシャルに
実行されます。

メモ： バージョン11.0以前のプラグインを使用して作成されたバックアッ

プ・オプション・セット（デフォルトおよびユーザー定義）にはマルチス
トリーム・オプションはありません。既存のジョブにマルチストリーム・
オプションを適用するには、ジョブを編集し、オプションを含むセットを
割り当てます。

大量の単一ボリュームを
バックアップする場合に経
験則を使用する 

大量ボリュームをバックアップする際、プラグインで同時にデータを複数
の選択グループに分割し、複数のパラレル・ストリームでグループをバッ
クアップすることができます。 
選択グループの決定に使用される条件は、以下のとおりです。

• ピア・ディレクトリの数

• サブディレクトリの数

• ディレクトリ内のファイル数

選択グループを特定後、プラグインが子プロセスを作成して各選択グルー
プをバックアップします。各子プロセスは、同じ基準を使用して、個別の
ストリームで機能を発揮するバックアップの部品を特定します。現在のス
トリーム数が最大ストリーム数に到達していない場合は、プラグインがサ
ブグループをバックアップする新しい子プロセスを割り当てます。そうし
ない場合は、現在のストリームを使用してサブグループをバックアップし
ます。

増分バックアップでは、トップレベルの選択グループのみが個々のデー
タ・ストリームを使用します。子プロセスは選択グループの分割は行いま
せん。

メモ： これは、大量のデータを含む単一ボリューム（たとえば、1TB以上

のボリューム）を選択するための機能です。これは少量のバックアップで
はメリットがないため、行わないでください。

マウント・ポイントを交差
する場合は常に新しいスト
リームを使う

このチェックボックスを選択すると、プラグインが個々のストリームを使
用して、ボリュームに存在するマウント・ポイントをバックアップします。

このオプションは、［大量の単一ボリュームをバックアップする場合に経験
則を使用する］オプションと併用できます。

オプション 説明
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6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

ではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示する こ とができます。

スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニ

ス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

セレ クシ ョ ン ・ ツ リーのアイ コ ン ： Linux および
UNIX

メ モ ： マルチ ・ ス ト リーム ・ バッ クア ッ プを実行する と きは、 ［バッ クア ッ プを必ずターゲッ ト ・ メ デ ィ ア
の先頭に書き込み］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ないで く だ さい。 マルチ ・ ス ト リーム ・ バッ クア ッ プで
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにする と、 各データ ・ ス ト リームでは別々のメ デ ィ アがターゲッ ト と な り、
そのメ デ ィ ア ・ アイテムで最初のバッ クア ッ プ と し て存在する こ とにな り ます。 バッ クア ッ プで 5 つのス

ト リームが生成される場合は、 5 つのブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテムまたは新しい メ デ ィ ア ・ アイテムの

取得がジ ョ ブによ って試されます。

このオプションはディスク・ベース・ストレージ・デバイスには適用されません。

表3. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン：LinuxおよびUNIX

アイコン 説明

オープン状態のディレクトリ

クローズ状態のディレクトリ

オープン状態のリンク済みディレクトリ

クローズ状態のリンク済みディレクトリ

オープン状態のローカル・マウント・ポイント

クローズ状態のローカル・マウント・ポイント

オープン状態のリモート・マウント・ポイント

クローズ状態のリモート・マウント・ポイント

ファイル

リンク済みファイル

ソケット

リンク済みソケット

FIFO

リンク済みFIFO
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セレ クシ ョ ン ・ ツ リーのアイ コ ン ： Windows

ブロック・デバイス

リンク済みブロック・デバイス

キャラクタ・デバイス

リンク済みキャラクタ・デバイス

損傷リンク

リンク

バックアップ中に変更されたファイル

表4. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン：Windows

アイコン 説明

固定ドライブ

ドライブ

オープン状態のディレクトリ

クローズ状態のディレクトリ

ファイル

圧縮ファイル

隠しファイル

実行形式ファイル

バックアップ中に変更されたファイル

リムーバブル・ドライブ

CD-ROM

リムーバブル・メディア

ネットワーク・シェア

システム状態

表3. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン：LinuxおよびUNIX

アイコン 説明
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イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト について

• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の考慮事項

• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の追加

• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の削除

イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト について
イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト は、 ジ ョ ブに入れる フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リのリ ス ト を記載し たテキス ト ・ フ ァ イル
です。 このリ ス ト は、 任意のテキス ト ・ エデ ィ タ を使って作成する こ とができます。 フ ァ イルを作成し たら、 リ
ス ト を適用する ク ラ イアン ト にそのフ ァ イルを保存し ます。 Linux および UNIX では、 フ ァ イルはマルチバイ

ト ・ テキス ト 形式で保存し ます。 Windows では、 フ ァ イルは Unicode テキス ト 形式で保存し ます。

イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の考慮事項
• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の最大サイズは、 バッ クア ッ プ実行時にプロセスが利用できる メ モ リ量に

よ って異な り ます。 また、 バッ クア ッ プ時のシステム負荷によ っても異な り ます。 それでも、 小規模シ
ステムでは数万件のエン ト リ を、 メ モ リ を大量に搭載し た 64 ビ ッ ト ・ システムでは数十万件ものエン ト

リ を登録する こ とができます。

• バッ クア ッ プの対象とする フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リのフル ・ フ ァ イル ・ パスを入力し ます。 イ ン ク
ルージ ョ ン ・ リ ス ト にワイルド カー ドは使用できません。

• 1 行に 1 つのイ ン クルージ ョ ンを指定し ます。

Active Directory（Windowsサーバーのみ）

COM+クラス登録データベースまたはレジストリ

ディスク・クォータ・データベース

システム・ファイル

SYSVOL

リモート記憶域マネージャ・データベース

IISメタ・データベース（Windowsサーバーのみ）

認証サーバー（Windowsサーバーのみ）

メ モ ： イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト は、 ジ ョ ブ単位で追加し ます。

表4. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン：Windows

アイコン 説明
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• イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト に、 非 ASCII 文字を含むフ ァ イルやパスは指定できません。 このよ う な文字

が含まれている と、 ジ ョ ブが失敗する可能性があ り ます。

• エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト は、 オフホス ト ・ バッ クア ッ プではサポー ト されていません。

イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の追加

イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト を追加するには ：

1 ［NetVault セレ クシ ョ ン］ ページで、 イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト を追加する NetVault ク ラ イアン ト を開

きます。

2 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［File System］ を選択し て、 ［Inclusion リ ス ト の表示］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［Inclusion リ ス ト ］ ノ ー ド を開きます。

4 以下のいずれかの方法で、 イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト を追加し ます。

▪ デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーから フ ァ イルを選択する

a ［Inclusionリストの参照］を開きます。

b 適切なノードを開いて、インクルージョン・リストがあるディレクトリを表示します。

c インクルージョン・リストに対応するチェック・ボックスを選択します。

▪ フ ァ イル ・ パスを指定する

a ［Inclusionファイルの指定］を選択して、［Inclusionファイルの追加］をクリックします。

b 表示された［Inclusionファイルへのパスを入力してください］ダイアログ・ボックスで、

インクルージョン・リストのファイル・パスを入力します。

c ［OK］をクリックします。

5 セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を保存し ます。

イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト の削除

イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト を削除するには ：

1 ［NetVault 選択］ タ ブで、 利用可能な NetVault マシンを開きます。

2 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［File System］ を選択し て、 ［Inclusion リ ス ト の表示］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［Inclusion リ ス ト ］ ノ ー ド を開きます。

4 イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト を追加し た方法に応じ て、 ［Inclusion リ ス ト の参照］ または ［Inclusion フ ァ

イルの指定］ を開きます。 必要に応じ てデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを開いて、 イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト に
対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し ます。

5 セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を保存し ます。

追加説明
• バッ クア ッ プ ・ フ ァ イル ・ パスの長さ制限 ： バッ クア ッ プ ・ フ ァ イル ・ パスの長さの最大値は、 データ

が存在し ている OS やフ ァ イル ・ システムによ って異な り ます。

▪ Windows の場合、 パスの長さの最大値は 260 文字です。 パスは、 ド ラ イブ名、 コ ロン、 円記号

（バッ クスラ ッ シュ）、 円記号で区切られたコ ンポーネン ト 、 および終了の NULL 文字で構成され
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ます （例 ： D:\<256 chars>NUL）。 Windows は、 最高 32,767 文字の拡張パス長もサポー ト し てい

ます。 パスは、 円記号 （バッ クスラ ッ シュ） で区切られたコ ンポーネン ト （それぞれの長さは最
高 255 文字） で構成されます （例 ： \\?\D:\very long path）。

▪ Linux および UNIX プラ ッ ト フ ォームでは、 パスの長さの最大値は 1024 文字です （ターゲッ ト ・

フ ァ イル名とパスを含む）。 パスには、 最大 255 までの要素を指定する こ とができます。 要素と

は、 パス内の個々のデ ィ レ ク ト リ およびターゲッ ト ・ フ ァ イル名を指し ます。 異なるネームス
ペースを持つプ ラ ッ ト フ ォームまたはフ ァ イル ・ システムにデータ を リ ス ト アする と、 パス要素
の一部が切り捨てら る こ とがあり ます。 これらの制限は、 UNIX フ ァ イル ・ システム、 特に ZFS
には適用されません。

Linux および UNIX ク ラ イアン ト のバッ クア ッ プでは、 NetVault はこれらの制限を強制し ない cpio テー

プ形式を使用し ます。 ただ し、 OS による制限は適用されます。 OS による制限についての詳細は、 関連

する OS のド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。

• Linux および UNIX ベースのク ラ イアン ト 上のハー ド ・ リ ン ク ： Linux および UNIX ク ラ イアン ト 上の

ハー ド リ ン ク ・ フ ァ イルの各種イ ンス タ ンスは、 それぞれ別のエンテ ィ テ ィ とみな されます。 NetVault 
Plug-in for FileSystem は、 選択し た各ハー ド ・ リ ン ク ・ フ ァ イルのフ ァ イル全体と リ ン ク情報をバッ ク

ア ッ プ し ます。 ハー ド リ ン ク ・ フ ァ イルのすべてのイ ンス タ ンスをバッ クア ッ プするには、 それぞれの
イ ンス タ ンスを選択し ます。

た と えば、 フ ァ イル /usr/data1/a.txt がフ ァ イル /usr/data2/b.txt にハー ド ・ リ ン ク されている場合は、

フ ァ イル /usr/data1/a.txt を選択する と、 このフ ァ イルのみが （リ ン ク情報を含む） バッ クア ッ プ されま

す。 /usr/data2/b.txt をバッ クア ッ プするには、 このフ ァ イルをバッ クア ッ プ対象に含める必要があ り ま

す。

• Linux および UNIX ベースのク ラ イアン ト 上のシンボリ ッ ク ・ リ ン ク ： バッ クア ッ プでシンボリ ッ ク ・ リ

ン クが明示的に選択されている場合、 リ ン ク情報のみがバッ クア ッ プ されます。 リ ン クがポイ ン ト する
フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リはバッ クア ッ プ されません。

• Solaris のゾーン ・ パーテ ィ シ ョ ン分割 ： Solaris のゾーン ・ パーテ ィ シ ョ ン分割技術を使用し ているシス

テムでは、 非グローバル ・ ゾーンは、 ループバッ ク ・ フ ァ イル ・ システムの読み取り専用マウン ト （通
常は /usr、 /lib、 /sbin、 および /platform） を使用し て、 グローバル ・ ゾーン と フ ァ イルを共有し ます。

フ ァ イル ・ システム ・ バッ クア ッ プでグローバル ・ ゾーン （「/」） が選択されている場合、 これらのデ ィ

レ ク ト リはグローバル ・ ゾーン と システム上で設定された各ゾーンに対し てバッ クア ッ プ されます。 た
と えば、 システムに 4 つのゾーンが設定されてお り、 フ ァ イル ・ システム ・ バッ クア ッ プで root を選択

し ている場合、 このグローバル ・ ゾーン ・ デ ィ レ ク ト リのコ ピーが 5 つバッ クア ッ プ されます。 グロー

バル ・ ゾーンのバッ クア ッ プ時にこれらのデ ィ レ ク ト リが複数バッ クア ッ プ される こ と を回避するには、
個別に選択を解除するか、 またはエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト を作成し ます。

• 特殊マウン ト ・ ポイ ン ト ： NetVault Plug-in for FileSystem は特定のフ ァ イル ・ システム ・ タ イプを特殊

マウン ト ・ ポイ ン ト と し て取り扱い、 これらのマウン ト ・ ポイ ン ト を再帰的に呼び出し ます。 ただ し、
マウン ト ・ ポイ ン ト 自体は、 バッ クア ッ プ対象デ ィ レ ク ト リ と な り ます。

proc フ ァ イル ・ システムが以下のよ う にマウン ト されている Linux ク ラ イアン ト を考えてみます。

none on /proc type proc (rw)
none on /var/named/chroot/proc type proc (rw)
システム全体のバッ クア ッ プを実施する場合、 バッ クア ッ プには /proc および /var/named/chroot/proc
デ ィ レ ク ト リが含められます。 Linux で Bind と し て設定されている場合、 /var/named/chroot/proc デ ィ レ

ク ト リ内のフ ァ イルのバッ クア ッ プが試行されます。 ただ し、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブは警告付きで終了
し ます。 この問題を回避するには、 /var/named/chroot/proc デ ィ レ ク ト リ をエクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト

に追加する こ とができます。

各 OS の特殊マウン ト ・ ポイ ン ト を以下の表に示し ます。

メ モ ： フ ァ イル間の同期を維持するために、 ハー ド リ ン ク ・ フ ァ イルのすべてのイ ンス タ ンスを一
緒にバッ クア ッ プする必要があり ます。
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また、 以下のフ ァ イル ・ システムも特殊マウン ト ・ ポイ ン ト と し て取り扱われます。

▪ bind

▪ rbind

• 特殊なフ ァ イル ： Solaris の場合、 ド アがバッ クア ッ プ されません。 Linux および UNIX の場合、 ソケ ッ ト

がバッ クア ッ プ されません。

• Windows レジス ト リ ・ キー ： Windows の場合、 以下のレジス ト リ ・ キーの下に記載されている フ ァ イル

はバッ クア ッ プ されません。

▪ HKLM\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\BackupRestore\FilesNotToBackup
▪ HKLM\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\hivelist

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に含まれているデ ィ レ ク ト リ をマウン ト ・ ポイ ン ト に変更し た場
合、 そのセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使った以降の増分バッ クア ッ プは、 フル ・ バッ クア ッ プ と し て実行さ
れます。 この問題は、 停止し たフル ・ バッ クア ッ プに同じ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使用する場合にも発
生し ます。 この問題に対処するには、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を再作成するか、 編集する
必要があり ます。

• 分散フ ァ イル ・ システム （DFS） パス ： DFS ツ リーの root ノ ー ド にアクセスするよ う に設定されている

ユーザ ・ アカウン ト に、 共有フ ォルダにアクセスする権限がない場合、 シンボ リ ッ ク ・ リ ン ク ・ アイ コ
ンはフ ォルダ ・ アイ コ ンの代わり にシ ェ アを伴います。 ユーザーが必要な権限を持たない場合、 バッ ク
ア ッ プは警告付きで終了し ます。

NetVault Plug-in for FileSystem は、 DFS フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リのみをバッ クア ッ プ し て、 DFS ツ リー

はバッ クア ッ プ し ません。 リ ス ト ア時にツ リー構造が存在し ない場合、 データはローカルのフ ァ イル ・
システムにリ ス ト ア されます。 

DFS ツ リーをバッ クア ッ プするには、 DFS root のある ク ラ イアン ト 上でバッ クア ッ プ ・ プレスク リ プ ト

を実行し、 バッ クア ッ プに含まれる フ ァ イルにツ リー構造を書き込みます。 また、 DFS 構造を NetVault
外にバッ クア ッ プする こ と も可能です。 た と えば、 Windows の dfscmd ツールに 「batch」 オプシ ョ ンを

指定し て、 DFS 構造を 「.bat」 フ ァ イルに書き込めます。

dfscmd /view <\\rootservername\namespace /batch > <path\filename.bat>

表5. 各種オペレーティング・システムの特殊マウント・ポイント

オペレーティング・システム ファイル・システム・タイプ

LinuxおよびHP-UX • proc
• swap
• sysfs

FreeBSDおよびMac OS X • procfs
• kernfs
• swap
• devfs
• fdesc
• volfs

NCR • proc
• stats

OSF • procfs
Solaris • proc

• stats
• mntfs
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• NSS ボ リ ュームの拡張属性 ： NSS ボリ ュームの novell.metadata 拡張属性をバッ クア ッ プ / リ ス ト アする

には、 attr パッ ケージを イ ンス ト ールし て、 ListXattrNWMetadata および CtimeIsMetadataModTime ス

イ ッ チを有効にし ます。 NSS コ ン ソール （NSSCON） でこれらのスイ ッ チを有効にする例を以下に示し

ます。

1 ターミナル・セッションを開始します。

2 rootとしてログインします。

3 以下のコマンドを入力します。

nss /ListXattrNWMetadata
nss /CtimeIsMetadataModTime
これらの設定は一時的なもので、マシンの再起動時に保存されることはありません。 

再起動後もこれらのスイッチを常時有効に設定するには、nssstart.cfgファイル

（/etc/opt/novell/nss/ディレクトリ内）を開いて以下の行を追加します。

/ListXattrNWMetadata
/CtimeIsMetadataModTime
スイッチの記述が正確で、スラッシュ文字（/）の後にスペースが入っていないことを確認しま

す。nssstart.cfgファイルのスイッチ名の指定が誤っていると、解析エラーによりNSSプールがマ

ウントされません。

• ク ラス タ ・ データ ： 仮想ク ラ イアン ト を使ってク ラス タ ・ データ をバッ クア ッ プする場合、 アク テ ィ ブ ・
ノ ー ドが保有し ている LUN のみがバッ クア ッ プ されます。 パッ シブ ・ ノ ー ドが保有し ている LUN は

バッ クア ッ プ されません。

増分バッ クア ッ プおよび差分バッ ク 
ア ッ プの実行
増分または差分バッ ク ア ッ プを実行するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。
ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と を

お勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト で、 フル ・ バッ クア ッ プを実行するために使用されたバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ
ト を選択し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 または以
下の手順に従って新しいセ ッ ト を作成し ます。

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［File System Plugin バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ ページを表示し

ます。

b 以下の設定を行います。
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オプション 説明

バックアップ方式 ［バックアップ方式］で、適切なオプションを設定します。

• ［標準］：ネイティブ・ファイル・システムのバックアップを利用す
る場合は、［標準］を選択します。Linux/UNIXシステムでは、この

方式のみを利用できます。

• スナップショット・ベース：VSSをサポートしているWindowsシス

テムで、スナップショット・ベース・バックアップを行う場合は、
このオプションを選択します。

LinuxおよびUNIXシステムでは、このオプションを利用できませ

ん。

バックアップ方式についての詳細は、「バックアップ方式について」を参照
してください。
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c 使用するその他のオプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「フル ・ バッ クア ッ プのバッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

d ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。 これら
の設定についての詳細は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

バックアップ・タイプ ［バックアップ・タイプ］で、適切なオプションを選択します。バックアッ
プ・タイプについての詳細は、「バックアップ・タイプについて」を参照し
てください。

• 増分：前回のフル、増分、または差分バックアップ以降に作成また
は変更されたファイルをバックアップする場合に選択します。

• ［差分］：前回のフル・バックアップ以降に作成または変更された
ファイルをバックアップする場合に選択します。

• ［ダンプ・タイプ・バックアップの作成］：ダンプ・タイプの増分ま
たは差分バックアップを作成する場合に選択します。

これらのバックアップでは、特定の増分または差分バックアップで
バックアップされたファイルのみをリストアできます。

メモ： 通常の増分バックアップは、最初のフル・バックアップおよび以前
の増分バックアップにリンクされます。通常の増分バックアップのデー
タ・コピーを作成する前に、最初のフル・バックアップおよびバックアッ
プ・シーケンス内の以前の増分バックアップのコピーを作成する必要があ
ります。そうしないと、Plug-in for Data Copyでエラーが発生します。

ダンプ・タイプ増分バックアップは、スタンドアロンの増分バックアップ
です。このようなバックアップは、バックアップ・シーケンス内の他の
バックアップのコピーを作成せずに、コピーすることができます。

アーカイブ・ビットを無視 Windowsでは、前回のバックアップ以降にファイルが変更されたかどうか

を判断するのに、アーカイブ・ビットが役立ちます。ファイルが変更され
た場合、アーカイブ・ビットには「1」が設定されます。ファイルが変更さ

れていない場合は、「0」が設定されます。デフォルトでは、アーカイブ・

ビットが「1」のファイルがバックアップされ、バックアップ完了後はこの

ビットが消去されます。

ファイル・サイズや前回変更日時など、特定の情報が前回のバックアップ
から変更されている場合、プラグインはアーカイブ・ビットの状態にかか
わらずそのファイルをバックアップします。

メモ： アーカイブ・ビットは、ファイルが変更されたかどうかの明確な証
拠にはなりません。単にビットが設定されたことのみを表しています。
ファイルの変更には関係なく、アーカイブ・ビットを変更するアプリケー
ションもあります。

アーカイブ・ビットの設定を無視し、ファイル・サイズ、前回更新日時、
およびその他のファイル属性のみを使用して対象ファイルをバックアップ
する場合は、［アーカイブ・ビットを無視］チェック・ボックスを選択しま
す。このオプションは、以下のような状況で役立ちます。

• プログラムがアーカイブ・ビットの状態を変更するため、プラグイ
ンが不要なファイルやフォルダまでバックアップしてしまう。

• NetVault Backupがバックアップ対象ファイルにアクセスできるけれ

ども、アクセス権がないためバックアップ後にアーカイブ・ビット
の設定をクリアできない。

［アーカイブ・ビットを無視］チェック・ボックスを選択した場合、随意ア
クセス制御リスト（DACL）、システム・アクセス制御リスト（SACL）、ま

たは所有者属性のなどのファイル属性だけが変更されたファイルとディレ
クトリは、バックアップの対象になりません。そのようなファイルをバッ
クアップしたい場合は、チェック・ボックスを選択します。

オプション 説明
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6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

ではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示する こ とができます。

スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニ

ス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブの停止
NetVault Plug-in for FileSystem は、 ジ ョ ブを任意の時点で停止し て、 後ほどそこからジ ョ ブを再開する こ とがで

きます。 この機能を使用するには、 ジ ョ ブを再開可能に設定し てお く 必要があ り ます。

このオプシ ョ ンについての詳細は、 「フル ・ バッ クア ッ プの実行」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブを停止する と、 その時点までに処理されたすべてのアイテムのイ ンデッ クスが生成され、 バッ クア ッ プ ・
メ デ ィ ア と NetVault データベースに書き込まれます。 次にジ ョ ブ ・ ステータ スが ［ジ ョ ブは停止し ま し た］ に

設定されます。 プ ラグイ ンが大きなバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを書き込んでいる場合、 ジ ョ ブ ・ ステータ スは
継続的に 「メ デ ィ アへ書き込み中 ： バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスの保存中」 と報告されます。 後でジ ョ ブを再開
する と、 残りのフ ァ イルと フ ォルダに対し て増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行されます。

ジ ョ ブを停止するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［停止］ を ク リ ッ ク し ます。

3 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ジ ョ ブの再開
［再開］ によ り、 ジ ョ ブを停止し た時点からバッ クア ッ プを再開する こ とができます。 この機能を使用するには、
ジ ョ ブを再開可能に設定し てお く 必要があり ます。 ジ ョ ブを再開する と、 残りのフ ァ イルと フ ォルダに対し て増
分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行されます。

ジ ョ ブを再開するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［再開］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 複数のジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスを同時に選択する と、 ［停止］ および ［再開］ 機能は動作し ません。

メ モ ： 停止アクシ ョ ンは即時ではあ り ません。 バッ クア ッ プを停止する こ と を確認し た後、 ジ ョ ブ
がしばら く 続行される場合があり ます。

バッ クア ッ プを停止し てもス ト リー ミ ングデータが中断されないため、 進行中のマルチス ト リー
ム ・ バッ クア ッ プは停止アクシ ョ ンの影響を受けない場合があ り ます。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ中に
ス ト リームに送信されたデータは、 引き続きバッ クア ッ プ されます。 進行中のス ト リームが完了す
る と、 新しいス ト リームは開始されません。

メ モ ： 複数のジ ョ ブを同時に選択する と、 ［停止］ および ［再開］ は動作し ません。
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ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ プの
実行
現在のと こ ろ、 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ プは、 Windows ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのみをサポー ト し て

います。 この機能を利用し て Samba、 Snap Appliance Filers、 Mac OS X シ ェ アなどの CIFS 互換シ ェ アのバッ

クア ッ プを実行する と、 さ まざまな問題が発生する可能性があ り ます。 このよ う な問題と し て、 特定のフ ァ イル
名エン コーデ ィ ングまたは長さ を持つフ ァ イルがバッ クア ッ プできない、 バッ クア ッ プ中にフ ァ イル名が変更さ
れて し ま う、 または権限が正し く リ ス ト ア されないなどが挙げられます。

ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア ・ バッ クア ッ プの実施手順には、 以下のセクシ ョ ンに記載されているステ ッ プが含まれま
す。

• 前提条件

• ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アの設定

• ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのログイ ン ・ アカウン ト の設定

• ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア ・ データのバッ クア ッ プ

前提条件
ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ プを開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認する必要があ
り ます。

• 「ソ フ ト 」 マウン ト ・ オプシ ョ ンの使用 ： NFS シ ェ アをバッ クア ッ プする場合は、 マウン ト ・ ポイ ン ト に

対し て 「ソ フ ト 」 マウン ト ・ オプシ ョ ンを使用し ます。 

「ソ フ ト 」 マウン ト ・ オプシ ョ ンを使用する と、 NFS 要求がタ イムアウ ト し た と きに、

Plug-in for FileSystem によ り操作が強制終了され、 エラーが報告されます。 そのため、 プラグイ ンが無

効なマウン ト ・ ポイ ン ト にアクセス し よ う とする と、 要求がタ イムアウ ト し た後に、 操作が強制終了し
ます。

「ソ フ ト 」 マウン ト ・ オプシ ョ ンでは、 ［timeo=<value>］ および ［retrans=n］ オプシ ョ ンを設定できま

す。

▪ ［retrans］ オプシ ョ ンでは、 エラーが報告されるまでの要求の再試行回数を指定し ます。

［retrans］ のデフ ォル ト 値は、 3 です。

▪ ［timeo］ オプシ ョ ンでは、 再送信までの待機時間 （秒数） を指定し ます。 ［timeo］ のデフ ォル ト

値は、 OS によ って異な り ますが、 通常 600 秒です。

これらのオプシ ョ ンを設定し たら、 指定時間後に要求がタ イムアウ ト し たかど うかを確認するために、
無効なマウン ト ・ ポイ ン ト を参照し て （コマン ド ls < マウン ト ・ ポイ ン ト > を使用）、 テス ト を実行す

る こ と をお勧めし ます。

マウン ト ・ コマン ド と利用できるオプシ ョ ンについての詳細は、 関連する OS のド キュ メ ン ト を参照し て

く だ さい。

「ハー ド」 マウン ト ・ オプシ ョ ンを使用する と、 NFS 要求が永続的に試行されるため、 プ ラグイ ンは永続

的に待機する こ とにな り ます。 

「ハー ド」 マウン ト ・ オプシ ョ ンを使用し、 NFS シ ェ アをエクスポー ト するマシンがネ ッ ト ワーク上にな

い場合、 その 「無効な」 マウン ト ・ ポイ ン ト にアクセスするプ ラグイ ン ・ ジ ョ ブは、 応答を停止し ます。
このよ う な問題が発生し た場合は、 kill -9 を使用し て nvfs プロセスを強制終了するか、 ［Windows タ
スク ・ マネージャ］ を使用し てプロセスを終了させます。 このジ ョ ブに関連付けられたジ ョ ブ ・ マネー
ジャ ・ プロセスは、 タ イムアウ ト 時間 （通常は 「300」 秒） の経過後に、 自動的に終了し ます。 残ってい

るジ ョ ブ ・ マネージャが存在する限り イ ンス タ ンスはアク テ ィ ブ とみな されるため、 このタ イムアウ ト
時間が経過するまでは、 ジ ョ ブに対し て ［今すぐ実行］ オプシ ョ ンを使用する こ とはできません。
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• 増分バッ クア ッ プの 「変更」 権限の付与 ： ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アの増分バッ クア ッ プを実行する場合、
特定のシ ェ アにログオンするよ う に設定されているユーザーには、 共有フ ォルダに対する 「変更」 権限
を与える必要があり ます。 この権限を与えないと、 プ ラグイ ンはフ ァ イルがバッ クア ッ プ されたこ と を
示すフ ァ イル属性を更新できないため、 ジ ョ ブ ・ イ ンス タ ンスでは変更されたフ ァ イルが繰り返しバッ
クア ッ プ されて し まいます。

ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アの設定
NetVault 以外のク ラ イアン ト の共有フ ォルダをバッ クア ッ プするには、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを実行する

NetVault ク ラ イアン ト でネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを設定する必要があり ます。

ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを設定するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。 

2 ［NetVault セレ クシ ョ ン］ ページで、 適切なク ラ イアン ト を開き、 次に ［フ ァ イル ・ システム］ を開きま

す。

▪ ［ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア］ を選択し て、 ［ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを追加する］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［新しいネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを追加する］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の形式で共有ド ラ イブのフ ァ
イル ・ パスを指定し ます。

\\<IP ア ド レスまたは接続可能なネ ッ ト ワーク名 >\< シ ェ ア名 >\

4 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを追加し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのログイ ン ・ アカウン ト の
設定

ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アにログオンするためのユーザー ・ アカウン ト を設定するには ：

1 ［NetVault セレ クシ ョ ン］ ページで ［ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア］ を選択し て、 ［接続する］ を ク リ ッ ク し ま

す。 

2 ［接続の詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を指定し ます。

▪ ［ド メ イ ン］ ： 共有フ ォルダが存在するシステムの Windows ド メ イ ン名を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： ド メ イ ン管理者のユーザー名を入力し ます。 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ
プは、 リ ス ト ア時にフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リの権限をすべて取得できるよ う に、 ド メ イ ン管
理者のアカウン ト を使用し て実行する必要があ り ます。 管理者グループに属するユーザーには、
ド メ イ ン管理者の権限はあり ません。

▪ ［パスワー ド］ ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

3 接続の詳細を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 非表示の共有場所でバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行する こ とはお勧めし ませ
ん。 た と えば、 \\<IP ア ド レスまたは接続可能なネ ッ ト ワーク名 >\C$\、 こ こで、 C$ は非表示の

共有場所です。

メ モ ： バッ クア ッ プ用に非ド メ イ ン管理者アカウン ト を設定する場合は、 リ ス ト ア後に手動
でフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ権限を設定する必要があ り ます。
Quest NetVault Plug-in for FileSystem 13.0 ユーザーズ ・ ガイ ド      

データのバッ クア ッ プ
39



ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア ・ データのバッ クア ッ プ

ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア ・ データ をバッ ク ア ッ プするには ：

1 ［NetVault セレ クシ ョ ン］ ページで、 ［ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア］ をダブルク リ ッ ク し ます。

2 バッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

▪ すべてのネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アをバッ クア ッ プする場合 ： ［ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ ア］ ノ ー ド を選択
し ます。 

▪ 個別の共有フ ォルダをバッ クア ッ プする場合 ： バッ クア ッ プする項目に対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスを選択し ます。 

▪ 個別のアイテムをバッ クア ッ プする場合 ： 親ノ ー ド を開きます。 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを参照し
て、 バッ クア ッ プするアイテムを探し ます。 

バックアップ対象にするファイルまたはディレクトリに対応するチェック・ボックスを選択しま
す。親ノードを選択すると、そのノード内のすべての子アイテムが、自動的にバックアップに含
められます。

▪ 子アイテムを除外する場合 ： 選択し た親ノ ー ド内のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を除外するには、 該
当するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てチ ェ ッ ク ・ マーク を × 印に変更し ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し ます。

3 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド］ ページで、 ジ ョ ブ名を指定し ます。

4 「フル ・ バッ クア ッ プの実行」 のステ ッ プ 4 からステ ッ プ 6 を実行し ます。

5 増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プの実行について詳し く は、 「増分バッ クア ッ プおよび差分バッ
ク  ア ッ プの実行」 を参照し て く だ さい。

システム状態バッ クア ッ プの実行
システム状態データ をバッ クア ッ プするには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し ます。 

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の横にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault セレ クシ ョ ン］ ページ

で ［システム状態］ を開きます。

4 次にバッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

▪ システム状態データ をバッ クア ッ プする場合 ： システム状態データのみをバッ クア ッ プするには、
［システム状態］ を選択し ます。

▪ デ ィ ザス タ ・ リ カバリ用にバッ クア ッ プする場合 ： デ ィ ザス タ ・ リ カバリ目的でバッ クア ッ プを
使用するには、 ［固定ド ラ イブ］ または ［C ド ラ イブ］ を選択し、 ［システム状態］ を選択し ます。

メ モ ： Plug-in for FileSystem では、 システム状態コ ンポーネン ト を個別に選択できますが、 すべて

のシステム状態コ ンポーネン ト をま とめてバッ クア ッ プする こ と をお勧めし ます。
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5 「フル ・ バッ クア ッ プの実行」 のステ ッ プ 4 からステ ッ プ 6 を実行し ます。

システム状態バッ クア ッ プ ： 追加説明
• 増分バッ クア ッ プや差分バッ クア ッ プに実際に含める こ とができるのは、 SYSVOL と システム ・ フ ァ イ

ル ・ コ ンポーネン ト のみです。 残りのコ ンポーネン ト は、 選択し たバッ クア ッ プ ・ タ イプにかかわらず
常にフル ・ バッ クア ッ プ されます。 同様に、 Plug-in for Consolidation を使ってコ ン ソ リデー ト ・ バッ ク

ア ッ プを実行する場合、 新しい基準は SYSVOL と システム ・ フ ァ イル ・ コ ンポーネン ト にのみ適用され

ます。

• Windows Server 2008 および Windows 2008 R2 では、 VSS に障害が発生し ている場合、 プラグイ ンがシ

ステム状態バッ クア ッ プのフ ァ イルを ラ ンダムに除外する原因と な り ます。 この問題は、 Windows レジ

ス ト リ内のサービス ・ エン ト リの ImagePath プロパテ ィ で、 フ ォワー ド ・ スラ ッ シュ文字 （/） または

フ ァ イル ・ パスの相対パスが使用されている場合に発生し ます。 この問題は、 Windows 7 および

Windows Vista でも確認されています。

この問題を解決するには、 Windows レジス ト リ で無効なエン ト リ を特定し、 修正する必要があ り ます。

この目的のために、 Microsoft システム情報 （Msinfo32.exe） ツールおよび Windows レジス ト リ ・ エデ ィ

タ （regedit.exe） を使用する こ とができます。

レジス ト リ ・ エン ト リ を修正するには ：

1 タスクバーで［スタート］をクリックします。［すべてのプログラム］、［アクセサリ］、［システ
ム・ツール］の順にポイントして、［システム情報］をクリックします。

または、タスクバーで［スタート］をクリックして、［ファイル名を指定して実行］を選択しま
す。［ファイル名を指定して実行］ウィンドウでmsinfo32と入力して、［OK］をクリックします。

2 ［システムの概要］で［ソフトウェア環境］をクリックし、［サービス］を選択します。

3 右側のペインで、［パス］を調べます。

4 無効なエントリを特定したら、Windowsレジストリ・エディタ（regedit.exe）を起動して、

ImagePathを編集します。

レジストリ・エディタを開くには、タスクバーの［スタート］をクリックして、［ファイル名を指
定して実行］を選択します。［ファイル名を指定して実行］ウィンドウでregeditと入力して、

［OK］をクリックします。

5 ［レジストリ・エディタ］ウィンドウで、無効なエントリを特定します。これらのエントリは、通
常、HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Servicesキーの下にあります。

6 フォワード・スラッシュ文字（/）をバックスラッシュ文字または円記号（\）に置き換え、相対

パスを絶対パスに変更します。

重要： ドメイン・コントローラでは、システム状態のバックアップとリストアに、必ずCドライブ

を含める必要があります。Cドライブを含めると、グループ・ポリシー・オブジェクト（GPO）に

関するすべての情報が、バックアップおよびリストアの実行中に収集されます。 
システム状態データのみをバックアップまたはリストアする場合、バックアップからリストアされ
るGPOを編集することはできません。リストアされたGPOの編集を試みると、次のエラー・メッ

セージが表示されます。

「グループ・ポリシー・オブジェクトを開くことができませんでした。適切な権利がない可能性が
あります」

メ モ ： ImagePath プロパテ ィ には、 サービスの実行可能なプログラムのパスが格納されています。

実行可能プログラムのパスは、 ［サービス］ コ ン ソールの ［標準］ タ ブでも確認する こ とができま
す。 このコ ン ソールにアクセスするには、 ［コ ン ト ロール ・ パネル］ > ［管理ツール］ > ［サービス］

の順に選択し ます。
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• Windows 2008 で、 システム状態バッ クア ッ プが 「選択ツ リーへの特別なアイテムの追加に失敗し ま し

た」 エラーで失敗し た場合、 以下の原因が考えられます。

▪ VSS システム ・ ラ イ タが、 存在し ない、 変更された、 または不安定状態になっている。

▪ プ ラグイ ンが、 VSS ラ イ タの参照またはアクセスのために十分な権限を持っていない。

▪ プ ラグイ ンが、 SQL Server や Exchange Server などの、 アプ リ ケーシ ョ ンが提供する VSS を使

用するよ う に強制されている。

この問題および対処方法についての詳細は、 https://support.quest.com/kb/SOL81588 を参照し て く だ さ

い。
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5

データのリ ス ト ア

• プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア

• セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索

• ク イ ッ ク保存機能を使用し た項目の リ ス ト ア

• メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示

• リ ス ト ア時のデータ名または場所の変更

• 他のク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト ア

• システム状態バッ クア ッ プのリ ス ト ア

プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア
プ ラグイ ンを使用し てデータ を リ ス ト アするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。 

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

このセーブセ ッ ト ・ リ ス ト はセーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。 列見出し を ク
リ ッ クする こ と で、 別の列でソー ト し た り、 ソー ト 順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の隣り
にある矢印はソー ト 順序を表し ています。

［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンご とに、 最大 5000 レ コー ドが取得されます。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合

は、 このボタ ンは無効にな り ます。

デフ ォル ト では、 テーブルは作成日時でソー ト されます。 必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブル

を ソー ト できます。

NetVault Plug-in for FileSystem Web アプ リ ケーシ ョ ンでは、 テーブルの複数列のソー ト がサポー ト され

ます。 ただ し、 最初にソー ト し た列が、 その他の列のソー ト よ り優先されます。 た と えば、 「開始時刻」
をプ ラ イマ リ ・ ソー ト と し てテーブルを ソー ト する場合、 「ID/ イ ンス タ ンス / フ ェーズ」 列でソー ト ・ オ

プシ ョ ンを選択し ても、 リ ス ト の順序には影響し ません。

1 つの列でソー ト するには、 列見出し を ク リ ッ ク し ます。 ソー ト 方向を変更するには、 列見出し を再度ク

リ ッ ク し ます。 テーブルを ソー ト するために使用するその他の列で、 この手順を繰り返し ます。

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。 

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。 

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。
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列名の横にある矢印は、 ソー ト 順 （上向きの場合は昇順、 下向きの場合は降順） を表し ています。 青い
矢印は、 プ ラ イマ リ列のソー ト 順を示すために使用されています。

ソー ト を解除するには、 矢印が表示されな く なるまで、 該当する列の列見出し を ク リ ッ ク し ます。 

列で以下の処理を選択するには、 列メ ニューを ク リ ッ ク し ます。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定、 ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ドのエクス
ポー ト 、 テーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 の 「NetVault WebUI でのテーブルのカス

タ マイズ」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

2 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

▪ セーブセ ッ ト 全体を リ ス ト アする場合 ： プ ラ イマ リ または root ノ ー ド を選択し ます。

▪ 個別のアイテムを リ ス ト アする場合 ： 親ノ ー ド を開きます。 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを参照し て、
リ ス ト アする フ ァ イルを探し ます。 バッ クア ッ プ対象にする フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ に対応
するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 親ノ ー ド を選択する と、 そのノ ー ド内のすべての子アイ
テムが、 自動的にリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに追加されます。

▪ 子アイテムを除外する場合 ： 選択し た親ノ ー ド内のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を除外するには、 該
当するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ ッ ク し てチ ェ ッ ク ・ マーク を × 印に変更し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下のオ
プシ ョ ンを設定し ます。

オプション 説明

並び替え（昇順） 列を昇順でソートします。

並び替え（降順） 列を降順でソートします。

列 必要な列の表示/非表示を選択または選択解除します。

メ モ ： 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト からデータ を リ ス ト アするのに追加の手順は必要あ り ません。 プ
ラグイ ンは、 バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスからスナ ッ プシ ョ ッ ト 情報を自動的に取得し ます。 ス
ナ ッ プシ ョ ッ ト を使用できる場合、 プ ラグイ ンは、 スナ ッ プシ ョ ッ ト をローカルにマウン ト し、 選
択されたデータ をスナ ッ プシ ョ ッ ト から リ ス ト ア し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用できない場合、
プ ラグイ ンは、 ス ト レージ ・ メ デ ィ アからデータ を リ ス ト ア し ます。 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト の
場合のみ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト が使用できないと リ ス ト アは失敗し ます。

表6. NetVault Plug-in for FileSystemリストア・オプション

オプション 説明

最新ファイルを上書き デフォルトでは、リストア先の既存のファイルは、セーブセット内のバッ
クアップされたファイルで上書きされます。 
既存のファイルを上書きしない場合は、このチェック・ボックスの選択を
解除します。

ファイルのタイムスタンプ
をリセット

デフォルトでは、リストアされたファイルのタイムスタンプは、バック
アップ・セーブセットに記録されているタイムスタンプにリセットされま
す。 
現在のタイムスタンプでファイルをリストアする場合は、このチェック・
ボックスの選択を解除します。
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5 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページで、 ジ ョ ブ名を指定し ます。 ジ ョ ブの進行状況を監視する際に識別しや
すい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と を

お勧めし ます。

7 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト でデフ ォル ト では、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択
されています。 この設定は変更し ないよ う にする必要があ り ます。 

ディレクトリのタイムスタ
ンプをリセット

デフォルトで、ディレクトリは現在のタイムスタンプでリセットされます。 
セーブセットに記録されているタイムスタンプにリセットする場合は、こ
のチェック・ボックスを選択します。このオプションを使用するには、
［ファイルのタイムスタンプをリセット］チェック・ボックスも選択する必
要があります。

ハード・リンクのリストア
を実行

ハードリンク・ファイルのリストア時にリンクを再確立する場合は、この
オプションを選択します。このチェック・ボックスは、LinuxおよびUNIX 
OSでのみ利用できます。

バックアップ中に変更され
たファイルをリストア

バックアップ中に「in flux」とマークされたファイルをリストアするには、

このチェック・ボックスを選択します。

リストア・ログのパス リストア・ログ・ファイルを作成する場合に、ファイル名を入力します。
このログには、リストア対象として選択されたファイルの一覧が記録され
ます。正常にリストアされたファイルには「o」、それ以外のファイルには

「x」マークが付けられます。既存のファイル名を指定した場合、既存の

ファイルは上書きされます。ログ・ファイルはCSVファイル形式（.csv）

で作成されます。ログ・ファイルには、ファイル・サイズ、変更日、ファ
イル・タイプなどの詳細が含まれます。

エクスクルージョン・リス
トのパス

エクスクルージョン・リストを使用する場合は、ファイルへのフル・パス
を入力します。 
エクスクルージョン・リストについての詳細は、「エクスクルージョン・リ
スト」を参照してください。

メタ・データのリストア LinuxおよびUNIXシステムでメタデータをリストアする場合は、適切なオ

プションを選択します。

• ［互換性がある場合にリストア］：デフォルトでは、現在のファイ
ル・システムと互換性があるメタデータのみがリストアされます。
Mac OS Xでこのオプションを使用するには、以下の要件を最低 

1つ満たしている必要があります。

バックアップ・ソースとリストア・ターゲットの両方のOSがMac 
OS X 10.4.0以降であること。

バックアップ・ソースとリストア・ターゲットの両方が、メ
ジャー・バージョンが同じMac OS Xを利用している（たとえば、

Mac OS X 10.3.2から10.3.5にバックアップをリストアできます）。

• ［強制］：現在のファイル・システムとの互換性にかかわらず、強制
的にメタデータをリストアする場合は、このオプションを選択しま
す。Mac OS Xでこのオプションを使用するには、以下の要件を満

たしている必要があります。

- バックアップの取得元がMacシステムであること。

- バックアップがそれほど古くないこと。

• ［破棄］：メタデータをリストアしない場合は、このオプションを選
択します。

表6. NetVault Plug-in for FileSystemリストア・オプション

オプション 説明
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8 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。
これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さ

い。 

9 ［実行］ を ク リ ッ ク し て、 スケジュール設定のためにジ ョ ブを送信し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ

ド』 を参照し て く だ さい。

セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンによ り、 セーブセ ッ ト を開いた

り、 そのコ ンテンツを参照し た りする こ と な く 、 特定のフ ァ イルやデータ ・ アイテムを検索する こ とができま
す。 フ ァ イル名または正規表現を使用し て、 リ ス ト アするデータ ・ アイテムを検索する こ とができます。

カ タ ログ検索を設定する、 または有効にするには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 - セーブセ ッ ト の選択］ ページの

［検索］ ボタ ンの近 く にある電球アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 カ タ ログ検索では、 Elasticsearch で使用される正

規表現構文に対応し ています。 Elasticsearch について詳し く は、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照し て く だ さい。

カ タ ログ検索について詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

セーブセ ッ ト のデータ ・ アイテムを検索するには ：

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで Elasticsearch の代わり に POSIX （Portable 
Operating System Interface for Unix） 正規表現を使用するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択

し ます。

▪ ［従来の検索方法を使用する］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスは、 カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト と カ
タ ログ化されていないセーブセ ッ ト との両方が検索に含まれている場合に表示されます。

カタログ化されていないセーブセットのみが検索に含まれている場合（または［従来の検索方法
を使用する］オプションが選択されている場合）は、従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセットのみが検索に含まれている場合（または［従来の検索方法を使用
する］オプションが選択されていない場合）は、カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数の特定のセーブセ ッ ト 内のデータ ・ アイテムを検索するには、 目的のセーブセ ッ ト を選択

し、 ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。 セーブセ ッ ト を選択し ない場合は、 すべてのセーブセ ッ ト が検索に含ま
れます。 ［検索結果］ ページでは、 指定し たフ ァ イルまたはデータ ・ アイテムを表示する こ とができま
す。 NetVault Plug-in for FileSystem システムでカ タ ログ検索が設定され有効になっている と、 次の検索

結果ページが表示されます。

4 リ ス ト アする項目を選択し ます。 1 つのセーブセ ッ ト からのみ項目を リ ス ト アできます。 

5 ［選択し た項目のリ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

6 「プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 3 からステ ッ プ 9 を実行し ます。

セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索について詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参

照し て く だ さい。
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ク イ ッ ク保存機能を使用し た項目の 
リ ス ト ア
リ リース 12.3 以降では、 Plug-in for FileSystem ユーザーはカ タ ログ検索のク イ ッ ク保存機能を使用し て特定の

項目を保存できます。 この機能を使用するには、 次の 3 つの前提条件があ り ます。

• NetVault 12.3 以降をサーバーにイ ンス ト ールし ます。

• サーバーでカ タ ログ検索を設定し ます。

• バッ クア ッ プを カ タ ログ化し ます。

ク イ ッ ク保存機能を使用し て項目を リ ス ト アするには ：

1 セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索の手順に従って、 リ ス ト アする項目の検索を完了し ます。

2 カ タ ログ検索の結果ページで、 項目の横にある省略記号 （...） を ク リ ッ ク し、 ［項目の取得］ を選択し ま

す。

NetVault は NetVault ホームの一時デ ィ レ ク ト リ にあるバッ クア ッ プ ・ イ メ ージから項目を取得し ます。

リ クエス ト が ［イベン ト 表示］ ページに表示されます。

リ クエス ト が完了し、 リ ス ト アが開始される と、 警告が表示されます。

メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［メ デ ィ ア ・ リ ス ト ］ オプシ ョ ンを使用する と、 バッ

クア ッ プの保存に使用する メ デ ィ ア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バッ クア ッ プのデータ ・ セグ メ
ン ト およびイ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト についての詳細を表示できます。

セーブセ ッ ト のメ デ ィ アの詳細を表示するには ：

1 ［リ ス ト ア ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 目的のセーブセ ッ ト を選択し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 情報］ で ［メ デ ィ ア一覧］ を ク リ ッ ク し ます。

3 表示されるダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ バッ クア ッ プ ・ サイズ ： セーブセ ッ ト の合計サイズがバイ ト 数で表示されます。

▪ データ ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグ メ ン ト を含む メ デ ィ ア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベル、 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト 数、 終了バイ ト 数、 メ デ ィ アの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト を含む メ
デ ィ ア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベルおよび メ デ ィ アの場所を参照
できます。

4 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

リ ス ト ア時のデータ名または場所の変更
既存のコ ピーを上書きせずにフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト アするために、 リ ス ト ア時にアイテムの名前
または場所を変更する こ とができます。

メ モ ： ク イ ッ ク保存は、 10MB 未満のフ ァ イルにのみ適用されます。 検索でデフ ォル ト のフ ァ イル

サイズを 10MB よ り大きいサイズに変更する と、 デフ ォル ト は自動的に リ セ ッ ト されます。
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フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの名前または場所を変更するには ：

1 「プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 からステ ッ プ 3 を実行し ます。

2 名前を変更またはリ ロケー ト する フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を選択し て、 ［名前変更］ を ク リ ッ ク し ま
す。

ルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ （C:\、 / など） は名前または場所を変更できません。

3 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を指定し ます。

▪ ［名前変更］ ： 選択し たアイテムの新しい名前を入力し ます。 フ ァ イル名を指定する と きは、 拡張
子を含めて く だ さい。 拡張子を含めない場合は、 リ ス ト ア されたフ ァ イルに拡張子が付けられま
せん。 た と えば、 フ ァ イル 「old.txt」 の名前を変更する と き、 ［名前変更］ ボッ クスに 「new」 と

入力する と、 リ ス ト ア されたフ ァ イルに 「.txt」 拡張子が付けられません。

▪ ［再配置］ ： 新しいリ ス ト ア先のフル ・ パスを入力し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ る と、 プ ラグイ ンはセレ クシ ョ ン ・ ツ リー内の対応する ノ ー ド を更新し て、
フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの新しい名前と場所を表示し ます。

4 「プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 4 からステ ッ プ 9 を実行し ます。

他のク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト ア
リ ス ト ア時に、 別のク ラ イアン ト にバッ クア ッ プを リ ロケー ト する こ とができます。 この手順は、 サーバー移行
やデ ィ ザス タ ・ リ カバリ操作時に役立ちます。

前提条件
リ ス ト アを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト に対する、 NetVault サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス

ト ール。 ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンは、 元のサーバーまたはク ラ イアン ト と同じかそれ以降である必要
があり ます。

• NetVault サーバーにターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を追加し ます。

リ ス ト ア手順

他のク ラ イアン ト にデータ を リ ロケー ト するには ：

1 「プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 からステ ッ プ 6 を実行し ます。

2 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 リ ス ト ア ・ ターゲッ ト を選択し ます。 

または、 ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで リ ス ト ア ・ ター
ゲッ ト を選択し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

3 「プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 8 からステ ッ プ 9 を実行し ます。

メ モ ： 場所を変更せずにアイテム名を変更する場合は、 ［名前変更］ オプシ ョ ンのみを使用し ます。
名前を変更せずにリ ス ト ア先を変更す場合は、 ［リ ロケー ト ］ オプシ ョ ンのみを使用し ます。 アイ
テム名を変更し て、 その場所も変更する場合は、 両方のオプシ ョ ンを使用し ます。
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システム状態バッ クア ッ プのリ ス ト ア
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• システム状態のリ ス ト アについて

• システム状態リ ス ト アの検討事項

• Active Directory のリ ス ト ア方法

• SYSVOL デ ィ レ ク ト リのリ ス ト ア方法

• 前提条件

• システム状態データのリ ス ト ア

• Windows 2008 でのク ラス タ ・ データベースの リ ス ト ア

• ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラに関する他の検討事項

システム状態のリ ス ト アについて
システム状態のリ ス ト アによ り、 Windows を再イ ンス ト ールする こ と な く 、 正常に機能するシステムを復元す

る こ とができます。 これは、 以下の事項を実施する場合に役立ちます。

• ロールバッ ク を実行する （た と えば、 壊れたシステム ・ データへの上書きなど）

• デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行する

一般的にシステム状態のリ ス ト ア時には、 すべてのコ ンポーネン ト が元の場所に リ ス ト ア されます。 NetVault 
Plug-in for FileSystem では、 稼働中のシステムに影響を与えずに、 別のデ ィ レ ク ト リ にシステム状態データ を リ

ス ト アする こ と もできます。 システム ・ リ カバリ以外の目的でシステム状態を リ ス ト アする こ とはお勧めできま
せん。

ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラにシステム状態データ を リ ス ト アする場合は、 Active Directory や SYSVOL などの分散

サービスのリ ス ト ア方法を選択する必要があり ます。 リ ス ト ア方法によ って、 リ ス ト ア し たデータが他のサー
バーに複製されるかど うかが決ま り ます。 どのリ ス ト ア方法を選択するかは、 ご使用の環境でのド メ イ ン ・ コ ン
ト ローラの数と構成によ って異な り ます。

システム状態リ ス ト アの検討事項
システム状態バッ クア ッ プを第 2 のシステムに リ ス ト アする場合は、 以下の事項を考慮する必要があ り ます。

• システム状態バッ クア ッ プは、 同じハー ド ウ ェ ア （同じ メ ーカー、 モデル、 構成） を持つ同じ システム
または他のシステムにのみリ ス ト アする こ とができます。 ソースおよびターゲッ ト ・ システム間に、 ド
ラ イバ、 ハー ド ウ ェ ア、 またはフ ァームウ ェ ア上の違いがないよ う にする必要があ り ます。

• Windows 2012、 Windows Server 2008 および Windows 2008 R2 の場合、 システム状態の復元は、 同じ

オペレーテ ィ ング ・ システム ・ イ ンス タ ンスでのみサポー ト されています。 同じ または異なるハー ド
ウ ェ ア上に再イ ンス ト ールし たオペレーテ ィ ング ・ システムはサポー ト されていません。

• Bare Metal Recovery （BMR） およびシステム状態復元の目的は異なっています。 

▪ NetVault Bare Metal Recovery Plug-ins は、 VSS を使ってブー ト 可能ボリ ューム （た と えば、 C:\）
のスナ ッ プシ ョ ッ ト を取得し、 そのボリ ュームをブロ ッ ク ・ レベルでバッ クア ッ プ し ます。 この
プロセス中、 フ ァ イル ・ システムの認識は行われません。 リ ス ト ア時、 システムは WinPE （推

メ モ ： 他のク ラ イアン ト にデータ を リ ス ト アする際にも、 ［名前変更］ および ［リ ロケー ト ］ オプシ ョ ンを
使用する こ とができます。 これらのオプシ ョ ンについての詳細は、 「リ ス ト ア時のデータ名または場所の変
更」 を参照し て く だ さい。
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奨） または Linux ベースの VaultOS を使ってオフ ラ イ ン状態で起動され、 起動可能ボリ ューム

（C:\） のデータがブロ ッ ク ・ レベルで リ ス ト ア されます。 この方法は、 起動ができない状態のシ

ステムを復元する、 または別のシステムへのフル ・ システム復元を実行する場合に利用する こ と
をお勧めし ます。

▪ システム状態の復元は、 システム ・ レジス ト リ、 COM + データベース、 証明書サービス、 Active 
Directory、 SysVol、 およびその他のシステム状態コ ンポーネン ト を、 以前の状態に復元し ます。

C ド ラ イブ と システム状態のバッ クア ッ プを使って別のシステムへのフル ・ リ ス ト アを実施する

場合、 問題が発生する可能性があり ます。

これらの問題についての詳細は、Microsoftサポート技術情報のhttps://support.microsoft.com/en-
us/help/249694/how-to-restore-a-windows-installation-or-move-it-to-different-hardwareを参照して

ください。

Active Directory のリ ス ト ア方法
Microsoft は、 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラに Active Directory を リ ス ト アするために、 以下の方法をサポー ト し てい

ます。

• ［権限のない リ ス ト ア］ ： 権限のないリ ス ト アでは、 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラの分散サービスはバッ ク
ア ッ プ ・ メ デ ィ アから リ ス ト ア され、 次にリ ス ト ア されたデータが通常のレプ リ ケーシ ョ ンによ り更新
されます。 一般的に権限のないリ ス ト アは、 ハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウェ ア障害によ り ド メ イ ン ・ コ ン ト

ローラが完全に故障し たよ う な場合に行います。

• ［権限のある リ ス ト ア］ ： 権限のある リ ス ト アでは、 デ ィ レ ク ト リ全体、 サブツ リー、 または個別のオブ
ジ ェ ク ト を、 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ群に存在するそれらのオブジ ェ ク ト の他のイ ンス タ ンスよ り も優
先するよ う に設定する こ とができます。 リ ス ト ア された ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラは、 標準のレプ リ ケー
シ ョ ンを通し てレプ リ ケーシ ョ ン ・ パー ト ナーとの関係で権限を持つよ う にな り ます。 一般的に権限の
ある リ ス ト アは、 た と えば Active Directory オブジ ェ ク ト を誤って削除し た場合などに、 システムを既知

の状態にリ ス ト アするために行われます。

• プ ラ イマ リ ・ リ ス ト ア ： プ ラ イマ リ ・ リ ス ト アは、 リ ス ト ア対象サーバが複製データ セ ッ ト （例 ： 
SYSVOL と FRS） に関する唯一の稼働サーバである場合に用いられます。

Active Directoryオブジェクトの権限のあるリストアの実行

NetVault Plug-in for FileSystem は、 権限のないリ ス ト アのみをサポー ト し ています。 プラグイ ンを使って Active 
Directory を リ ス ト アする場合、 オブジ ェ ク ト には元の更新シーケンス番号を使って リ ス ト ア されます。 Active 
Directory レプ リ ケーシ ョ ン ・ システムはこの番号を使って、 各サーバー間で Active Directory の変更を検出、 反

映し ています。 権限のないリ ス ト アのデータは古いデータ とみな されるため、 他のサーバーには複製されませ
ん。 これらのリ ス ト ア されたデータは、 Active Directory レプ リ ケーシ ョ ン ・ システムによ って他のサーバーに

あるよ り新しいデータ で更新されます。

Active Directory データの権限のある リ ス ト アを実行するには、 システム状態データ を リ ス ト ア し た後、 サー

バーを再起動する前に、 「ntdsutil」 ユーテ ィ リ テ ィ を実行する必要があり ます。 ntdsutil ユーテ ィ リ テ ィ を利用

すれば、 Active Directory オブジ ェ ク ト の権限のある リ ス ト アを実施する こ とができます。 このユーテ ィ リ テ ィ

を実行する と更新シーケンス番号が変更され、 Active Directory レプ リ ケーシ ョ ン ・ システム内の他の更新シー

ケンス番号よ り も高 く な り ます。 この変更によ り、 リ ス ト ア し た複製 / 分散データが、 すべてのサーバーに適切

に複製 / 分散されます。 ntdsutil の使用方法についての詳細は、 該当する Microsoft のド キュ メ ン ト を参照し て く

だ さい。

メ モ ： NetVault Plug-in for FileSystem は、 Active Directory について権限のない リ ス ト アのみをサポー ト し

ています。
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SYSVOL デ ィ レ ク ト リのリ ス ト ア方法
SYSVOL （システム ・ ボ リ ューム） は、 ド メ イ ン内の各ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラに存在する、 フ ァ イル ・ システ

ム内のフ ォルダや再解析ポイ ン ト の集合体です。 SYSVOL は、 グループ ・ ポ リ シー ・ オブジ ェ ク ト （GPO） や

スク リ プ ト の重要な要素がフ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サービス （FRS） によ って ド メ イ ン内の他のド メ イ

ン ・ コ ン ト ローラに適切に配布されるよ う に、 それらの要素の標準的な保管場所を提供し ます。 FRS は

SYSVOL を監視し てお り、 SYSVOL に保管されている フ ァ イルが変更される と、 ド メ イ ン内の他のド メ イ ン ・

コ ン ト ローラの SYSVOL フ ォルダに、 変更されたフ ァ イルを自動的に複製し ます。

NetVault Plug-in for FileSystem は、 SYSVOL デ ィ レ ク ト リ について以下のリ ス ト ア方法をサポー ト し ています。

• プ ラ イマ リ ・ リ ス ト ア ： SYSVOL をス タ ン ド アローンのド メ イ ン ・ コ ン ト ローラに リ ス ト アする場合、

または複数のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラの中で最初のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラに リ ス ト アする場合に使用
し ます。 一般的にプ ラ イマ リ ・ リ ス ト アは、 ド メ イ ン内のすべてのド メ イ ン ・ コ ン ト ローラが失われ、
バッ クア ッ プから ド メ イ ンを再構築するよ う な場合にのみ必要と な り ます。 プ ラ イマ リ ・ リ ス ト アは、
最初のサーバーに対し てのみ選択し ます。 すでに他のサーバーに SYSVOL を リ ス ト ア し ている場合は、

プ ラ イマ リ ・ リ ス ト アを使用し てはいけません。

• ［権限のある リ ス ト ア］ ： SYSVOL の変更をロールバッ クする複数のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラがあ り、 リ

ス ト ア し たデータ を他のすべてのサーバーに複製する場合に使用し ます。

• ［権限のない リ ス ト ア］ ： レプ リ ケーシ ョ ン環境内の 1 台のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラにデータ を リ ス ト ア

し、 そのデータ を他のサーバーに複製し ない場合に使用し ます。

前提条件
リ ス ト アを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• 再起動時に自動更新が行われないこ と を確認し ます。 必要に応じ て自動更新を無効にし、 マシンを再起
動し ます。 システム状態のリ ス ト ア後、 マシンを再起動し てから自動更新を有効にし ます。 再起動時に
イ ンス ト ールされた自動更新と リ ス ト ア されたデータ間に不整合がある と、 システム障害が発生する可
能性があり ます。

• デ ィ ザス タ ・ リ カバリ操作の場合は、 以下の条件を満た し ている こ と を確認し ます。

▪ ターゲッ ト ・ サーバーにイ ンス ト ールされているオペレーテ ィ ング ・ システムのバージ ョ ンが、
元のサーバーと同じ である こ と。 元のサーバーにイ ンス ト ールされていたすべてのパッ チや修正
プログラムが、 ターゲッ ト ・ サーバーにも イ ンス ト ールされている こ と。

▪ ターゲッ ト ・ サーバー上のド ラ イブ数が、 元のサーバー上のド ラ イブ数と同じ である こ と。 各ド
ラ イブの容量は以前と同じ であるか、 それよ り大きい必要があ り ます。 すべてのド ラ イブのド ラ
イブ名マ ッ ピングが同じ である こ と。

▪ ターゲッ ト ・ サーバーのフ ァ イル ・ システム形式が元のサーバーと同じ である こ と。

▪ ターゲッ ト ・ サーバーの NetVault のバージ ョ ンが元のサーバーと同じ である こ と。

• ターゲッ ト ・ サーバーが Windows ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラの場合は、 ［デ ィ レ ク ト リ ・ サービス復元

モー ド］ で開始し ます。 このモー ド でサーバーを起動するには、 起動時に F8 キーを押し て、 起動方法の

一覧から ［デ ィ レ ク ト リ ・ サービス復元モー ド］ を選択し ます。

システム状態データのリ ス ト ア

システム状態データ を リ ス ト アするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： リ ス ト ア完了後には、 必要な Windows Update を実行する必要があ り ます。
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2 セーブセ ッ ト の表から、 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

▪ セーブセ ッ ト からシステム状態データのみを リ ス ト アする場合は、 ［システム状態］ ノ ー ド を選択
し ます。

▪ デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行する場合は、 C ド ラ イブまたは ［固定ド ラ イブ］ ノ ー ド、 および

［システム状態］ ノ ー ド を選択し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

5 標準のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細は、 「NetVault Plug-in for FileSystem リ ス ト ア ・ オプ

シ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

6 ［システム状態］ で、 ［活動中のリ ス ト ア］ オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し ます。

7 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラで、 SYSVOL のリ ス ト ア方法を選択し ます。

▪ ［プ ラ イマ リ SYSVOL リ ス ト ア］ ： ド メ イ ンを再構築する場合にのみ、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを

選択し ます。 このオプシ ョ ンを使って、 ス タ ン ド アロンのド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ を リ ス ト アす
るか、 または複数のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラの中で最初のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ を リ ス ト アす
る こ とができます。

▪ ［権限のある SYSVOL リ ス ト ア］ ： システムを既知の状態にリ ス ト ア し、 リ ス ト ア し たデータ を他

のすべてのサーバーに複製する場合に、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［権限のない SYSVOL リ ス ト ア］ ： 1 台のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ を リ ス ト ア し、 標準の複製プロ

セスを通し て リ ス ト ア し たデータ を更新する場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

8 ［保存］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

9 「プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 3 からステ ッ プ 9 を実行し ます。

Windows 2008 でのク ラス タ ・ データベースの 

リ ス ト ア
Windows 2008 の場合、 NetVault Plug-in for FileSystem はク ラス タ ・ データベースのバッ クア ッ プ と リ ス ト アに

VSS を使用し ます。 この機能を使用するには、 Windows ク ラス タ ・ サービスが動作し ている必要があ り ます。

NetVault Plug-in for FileSystem は、 権限のある リ ス ト ア ・ スキーマのみをサポー ト し ています。 アク テ ィ ブ－ア

ク テ ィ ブ ・ ク ラス タの場合、 リ ス ト ア操作実行時に VSS が他のノ ー ド を停止し ます。 リ ス ト ア完了後、 これら

のノ ー ドは手作業で再開する必要があり ます。 Windows 2008 で、 以下のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンは利用できませ

ん。

• ク ラス タ ・ データベース ・ リ ス ト アの強制

• オ リ ジナルのク ラス タ ・ データベースの場所の使用

重要： ドメイン・コントローラでは、システム状態のバックアップとリストアに、必ずCドライブ

を含める必要があります。Cドライブを含めると、グループ・ポリシー・オブジェクト（GPO）に

関するすべての情報が、バックアップおよびリストアの実行中に収集されます。 
システム状態データのみをバックアップまたはリストアする場合、バックアップからリストアされ
るGPOを編集することはできません。リストアされたGPOの編集を試みると、次のエラー・メッ

セージが表示されます。

「グループ・ポリシー・オブジェクトを開くことができませんでした。適切な権利がない可能性が
あります」

メ モ ： 稼働中のシステムに影響を与えずにシステム状態データのコ ピーを作成するには、 ［フ ァ イ
ルへのリ ス ト ア］ オプシ ョ ンを選択し て、 データ を リ ス ト アする場所へのフル ・ フ ァ イル ・ パスを
入力し ます。 ただ し これは、 専門知識のあるユーザー向けのオプシ ョ ンです。 Quest は、 この方法

で リ ス ト ア されたデータの使用方法について、 いかなるサポー ト も説明も提供いた し ません。
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• ク ラス タ ・ ク ォーラム ・ ド ラ イブ文字

ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラに関する他の検討事項
• 権限のない状態のド メ イ ン ・ コ ン ト ローラは、 アク テ ィ ブな ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ と同期化されない

限り、 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ と し ては機能し ません。 同期は Microsoft フ ァ イル ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・

サービス （FRS） を使用し て行われます。 ク ラ イアン ト 上の SYSVOL データ を権限のない リ ス ト アで復

元し た場合、 マシンがド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ と し て動作する前に、 権限のあるバージ ョ ンの SYSVOL
データ を持つアク テ ィ ブなコ ン ト ローラに、 フ ァ イル複製サービスが正常にデータ を複製する必要があ
り ます。

• リ ス ト ア された ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラが Flexible Single Master Operations （FSMO） ロールを保有し

ている場合、 アク テ ィ ブな ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ と同期化されるまで、 これらのロールは開始されま
せん。 リ ス ト ア された ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラが FMSO ロールの実行を開始するまでには、 少し時間が

かかる場合があり ます。
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 一般的なエラー

一般的なエラー
このセクシ ョ ンでは一般的なエラーと その解決方法について記述し ます。 ト ピ ッ クは以下のとお り です。

• NetVault サービスで Windows の開始が失敗する

• マシンの再起動後に NetVault サービスの開始が失敗する

• Linux で NetVault サービスは始まるが、 すぐに停止する

• スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プが失敗する

NetVaultサービスでWindowsの開始が失敗する

説明

Windows ベースの NetVault サーバーで、 NetVault サービスの開始が失敗する。

症状

Windows イベン ト ・ ビ ューアに以下のメ ッ セージが表示されているかど うかを確認し ます。

PDT FATAL: lock file “postmaster.pid” already exists

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動し ていないと、 NetVault は起動できませ

ん。 この問題に対処するには、 ログで参照されている場所にある 「postmaster.pid」 を削除し て、 NetVault サー

バーを再起動し ます。

マシンの再起動後にNetVaultサービスの開始が失敗する

説明

マシンの再起動後、 Windows ベースの NetVault サーバーで、 NetVault サービスの開始に失敗する こ とがある。 

症状

Windows イベン ト ・ ビ ューアに以下のメ ッ セージが表示されているかど うかを確認し ます。

FATAL: could not create any TCP/IP sockets for a PostgreSQL source

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動し ていないと、 NetVault は起動できませ

ん。 この問題に対処するには、 タ スク ・ マネージャ を開始し て、 ［全ユーザーのプロセスを表示する］ を ク リ ッ
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ク し ます。 システム上で postgres32.exe の複数のイ ンス タ ンスが動作し ている こ と を確認できます。

postgres32.exe プロセスのいずれか 1 つのイ ンス タ ンスを選択し、 ［プロセスの終了］ を ク リ ッ ク し て、 このプ

ロセスのすべてのイ ンス タ ンスを削除し ます。 その後で NetVault サービスを開始し ます。

LinuxでNetVaultサービスは始まるが、すぐに停止する

説明

Linux ベース ・ マシンで、 NetVault サービスが始まった直後に停止する。

症状

エラー ・ メ ッ セージは表示されません。

解決方法

Postgres サービスがホス ト 名 localhost を解決できず、 開始できない場合に、 この問題が発生する こ とがあ り ま

す。

/etc/hosts フ ァ イルを確認し ます。 フ ァ イルに localhost のエン ト リが含まれていない場合は、 そのエン ト リ を

追加し ます。

スナップショット・ベースのバックアップが失敗する

説明

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プを実行する場合、 VSS Writer がスナ ッ プシ ョ ッ ト の生成に失敗する

と、 ジ ョ ブが失敗する。

症状

ログ ・ メ ッ セージには以下のエラーが表示されます。

• セレ クシ ョ ン ・ ツ リーへ予備アイテムを追加できませんで し た。 

• セレ クシ ョ ン ・ ツ リーとバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンを準備できませんで し た。

解決方法

これらのメ ッ セージは、 VSS サブシステムに問題がある こ と を示し ています。 VSS サブシステムが正し く 機能

し ていない場合、 NetVault はバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを完了できません。 ジ ョ ブを再実行する前に、 以下の手順を

実行する こ と をお勧めし ます。

• 既存のシャ ド ウ ・ コ ピーを削除し ます （Vssadmin ユーテ ィ リ テ ィ または DiskShadow ユーテ ィ リ テ ィ

を使用し てシャ ド ウ ・ コ ピーを削除できます）。

• 目的の VSS Writer サービスを再起動し ます。
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社にサービスを提供するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ

保護、 ID およびアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ュー

シ ョ ンのポー ト フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネス

の革新に費やす時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 www.quest.com

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するためのセルフヘルプ ・ ツールがあ り、 24 時間 365
日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの視聴。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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